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● 対象年齢拡大！こども医療費支給制度
● 秩父市の融資・補助制度のご案内
● 固定資産の評価が変わります
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❷2009年4月号

「
聖
域
な
き
行
政
改
革
」
の
断
行

　

こ
れ
ま
で
の
右
肩
上
が
り
の
「
あ
れ

も
こ
れ
も
」
の
時
代
か
ら
「
あ
れ
か
こ

れ
か
」
の
厳
し
い
選
択
と
集
中
が
求
め

ら
れ
る
現
在
、
徹
底
的
に
ム
ダ
を
省
き
、

経
費
削
減
に
努
め
、
行
政
改
革
を
断
行

し
ま
す
。

市
民
満
足
度
調
査
の
実
施

　
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
提
言
を
一
層
市
政
に
反
映
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

第
一
次
秩
父
市
総
合
振
興
計
画
「
近

未
来
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

２
０
０
６
」
の
７
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
₂₁
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
秩
父
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
３

月
２
日
か
ら
₁₉
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
の
３
月
２
日
、「
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
と
い
わ
れ
る
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
で
、
栗
原
市
長
か
ら
平
成
₂₁
年
度
の
市
政
全
般
に
わ
た
る
施
政
方
針

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
施
政
方
針
で
は
、
津
波
的
実
体
経
済
の
悪
化
を
受
け
て
、
間
断
な
き
経
済

雇
用
対
策
と
し
て
、
融
資
限
度
額
・
取
扱
金
融
機
関
の
拡
大
や
、
３
次
に
わ
た
る
経

済
対
策
事
業
等
に
い
ち
早
く
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

心
温
ま
る　

助
け
あ
い　

温
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

本
年
度
の

主
要
事
業

う
つ
く
し
い
自
然
環
境
づ
く
り

●
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
事
業

　

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
通

じ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
、
運
搬
等

の
シ
ス
テ
ム
と
生
産
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
を
実
施
し
ま
す
。

●
市
営
林
保
育
事
業

●
広
葉
樹
植
栽
整
備
事
業

　

カ
エ
デ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹

を
植
栽
し
て
、
森
林
の
景
観
や
水
源
か

ん
養
機
能
の
向
上
、
動
植
物
の
共
生
な

ど
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
の
森

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
潤
い
の
あ
る
河
川
環
境
づ
く
り
事
業

さ
わ
や
か
な
生
活
環
境
づ
く
り

●
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
の
実
現

●
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
町

会
等
が
行
う
有
価
物
回
収
事
業
へ
の
助

成
、
資
源
ご
み
回
収
に
対
し
て
の
町
会

資
源
ご
み
収
集
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
ご
み
の
不
法
投
棄
監
視
お
よ
び
収
集

事
業

●
公
害
防
止
対
策
の
推
進

こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境
づ
く
り

●
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
推
進

し
、
市
民
主
体
で
取
り
組
む
「
環
境
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
詳
細
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
お
よ
び
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
新
た
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
環
境

資
源
の
活
用
と
、
環
境
を
守
り
伝
え
て

い
く
た
め
の
学
習
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

木質チップをガス化し、電気と熱を供給

森
と
水
の
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ

「
環
境
の
ま
ち
」

基本方針①

定額給付金の申請は、お早めに！
受給した給付金は、地元での買い物にお使いください。



❸

魅
力
を
高
め
る
地
域
基
盤
づ
く
り

●
公
共
交
通
網
再
編
事
業

　

新
た
に
「
地
域
乗
合
バ
ス
」
等
の
運

行
を
図
り
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
と

組
み
合
わ
せ
た
公
共
交
通
網
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

●
景
観
形
成
推
進
事
業

　
「
秩
父
市
本
町
・
中
町
景
観
形
成
重

点
地
区
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
が
行

う
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
「
ち
ち
ぶ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
事
業

　

別
所
地
区
に
、
室
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
、

雨
天
時
で
も
屋
外
で
遊
べ
る
屋
根
付
き
の

遊
具
を
備
え
た
公
園
を
開
設
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
生
活
基
盤
づ
く
り

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

●
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業

●
上
水
道
の
整
備

　

老
朽
化
施
設
の
改
修
や
吉
田
管
内
の

沢
戸
地
内
の
配
水
管
布
設
替
を
実
施
し
、

ま
た
、
市
内
に
残
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

も
計
画
的
に
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

●
情
報
通
信
網
の
整
備
事
業

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴

解
消
事
業

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信

共
聴
施
設
改
修
に
対
す
る
補
助
要
綱
を

制
定
し
、
吉
田
・
大
滝
・
浦
山
地
区
な

ど
の
難
視
聴
解
消
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

安
全
で
住
み
た
く
な
る

「
快
適
な
ま
ち
」

基本方針②

●
消
防
施
設
等
の
整
備
・
配
備
の
推
進

●
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
の
強
化

　

交
通
安
全
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

●
自
主
防
災
・
防
犯
組
織
活
動
へ
の
支

援
事
業

誰
も
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

●
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施

　

40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
や
、
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
方
へ
の
健
康

診
査
の
実
施
と
合
わ
せ
て
、
人
間
ド
ッ

ク
補
助
制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
、
市

民
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
対
策
事
業

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業

●
乳
幼
児
健
診
、
育
児
相
談
の
充
実

　
「
す
こ
や
か
相
談
」
の
実
施
や
、
乳

幼
児
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
事
業
と
し
て

の
「
す
く
す
く
教
室
」
な
ど
を
す
べ

て
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
拡
大
し
、
子
育

て
相
談
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

４
か
月
健
診
受
診
の
方
を
対
象
に
絵
本

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
安
心
・
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

事
業

　
「
市
営
第
一
弓
道
場
」の
建
設
と
荒
川

地
域
に
建
設
し
た
「
秩
父
市
あ
ら
か
わ

武
道
場
」
の
本
格
始
動
に
よ
り
、
よ
り

温
も
り
と
安
心
の
あ
る

「
健
康
の
ま
ち
」

基本方針③

一
層
秩
父
の
伝
統
あ
る
武
道
を
中
心
と

し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

●
秩
父
宮
記
念
ミ
ュ
ー
ズ
の
森
チ
ャ
レ

ン
ジ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催

安
心
で
き
る
医
療
の
ま
ち
づ
く
り

●
医
学
生
等
奨
学
金
貸
付
制
度

●
市
立
病
院
の
充
実

　

デ
ジ
タ
ル
Ⅹ
線
テ
レ
ビ
装
置
、
経け

い

鼻び

用
電
子
ス
コ
ー
プ
等
を
購
入
し
、
医
療

機
器
の
整
備
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
院
内
保
育
室
の
設
置
・
運
営

温
も
り
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に
よ

る
介
護
従
業
者
の
処
遇
改
善
状
況
の
検

証
を
行
い
、
介
護
従
業
者
の
人
材
確
保
に

対
す
る
独
自
支
援
等
を
検
討
し
ま
す
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

●
地
域
支
援
事
業

　

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
虐
待
が
発
生

し
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　
「
星
の
子
教
室
」
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
し
、
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

き
め
細
や
か
な
療
育
指
導
を
実
施
し
ま

す
。

●
重
度
心
身
障
害
者
通
所
施
設
「
ふ
ぁ

い
ん
・
ユ
ー
」
の
開
設

完成した「秩父市あらかわ武道場」

主要事業
基本方針①：森と水の力を未来につなぐ「環境のまち」

事　　業　　名 予算額
市営林保育事業 29,267 
広葉樹植栽整備事業 6,239 
森林資源活用事業 7,640 
木質バイオマスエネルギー研究事業 15,737 
河川改修事業
基本方針②：安全で住みたくなる「快適なまち」

デマンド交通事業 6,000
お出かけ楽々バス事業 22,200
地デジ難視聴解消事業
住宅リフォーム資金助成事業 15,000
市道整備事業

新 住宅耐震診断補助 600 
消防団詰所新築工事  

 消防自動車購入 51,550 
基本方針③：温もりと安心のある「健康のまち」

星の子教室事業 14,184 
新 重度心身障害者通所施設運営事業 14,484 

障害者自立支援事業 676,129 
 麻しん風しん予防接種事業 10,018 

インフルエンザ予防接種補助事業 34,518 
 医学生等奨学金貸付事業 17,200
新 市営第一弓道場改築事業 　

医療機器等購入事業（デジタルＸ線テレビ装置他）
※新＝新規事業
※予算額の空欄については、入札等の実施予定により、公表し

ていないものです。

（単位：千円）
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人
が
集
ま
る
観
光
づ
く
り

●
三
峰
・
大
輪
地
区
観
光
拠
点
整
備
事
業

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
施
設
跡
の
有
効
利
用

を
図
り
、
魅
力
と
話
題
性
の
あ
る
新
た

な
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
「
日
本
一
長

い
階
段
（
一
万
千
百
十
一
段
）」
等
を
整

備
す
る
た
め
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

●
（
仮
称
）
秩
父
芸
能
会
館
設
計
事
業

●
「
芝
桜
の
丘
」
整
備
事
業

●
龍
勢
祭

　

国
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
、

秩
父
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
と
し
て
守

り
続
け
、
後
世
へ
し
っ
か
り
と
継
承
し

て
い
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
滝
沢
園
地
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
事
業

　

Ｂ
Ｍ
Ｘ
・
バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス

コ
ー
ス
を
整
備
し
、
東
日
本
有
数
で

全
日
本
の
シ
リ
ー
ズ
戦
や
世
界
選
手
権

大
会
の
開
催
が
可
能
な
本
格
的
Ｂ
Ｍ
Ｘ

コ
ー
ス
を
誕
生
さ
せ
、
自
転
車
の
街
と

し
て
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

●
「
輪り

ん

行こ
う

」
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
事
業

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
の
企
画
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
道
の
駅
あ
ら
か
わ
活
性
化
事
業

心
動
か
す
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

●
文
化
財
記
録
事
業
・
秩
父
祭
映
像
記

録
編
集
事
業

　

秩
父
祭
が
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
ユ
ネ
ス
コ

に
提
出
す
る
映
像
の
編
集
を
行
い
ま
す
。

●
「
上
野
町
遺
跡
Ⅱ
」
報
告
書
刊
行
事
業

い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り

●
親
子
企
業
見
学
会
や
大
学
生
等
の
合

同
就
職
説
明
会
・
企
業
訪
問
の
実
施

地
域
経
済
を
支
え
る
商
工
業
の
ま
ち
づ
く
り

●
武
甲
山
伏
流
水
活
用
事
業

　
「
武
甲
山
伏
流
水
」
に
よ
る
「
ま
ち

お
こ
し
」
や
環
境
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

に
ぎ
わ
い
と
感
動
を
呼
ぶ

「
交
流
の
ま
ち
」

基本方針④

「秩父サイクルトレイン」の様子

す
ぐ
れ
た
価
値
を
生
み
出
す

「
活
力
の
ま
ち
」

基本方針⑤

商
業
・
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

●
秩
父
市
ハ
イ
パ
ワ
ー
資
金

　

中
小
零
細
企
業
の
設
備
投
資
や
雇
用

の
確
保
等
を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
で

初
め
て
創
設
さ
れ
た
こ
の
制
度
を
、
本

年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

●
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
「
秩
父
館
」
を
改
修
し
た
「
ほ
っ
と

す
ぽ
っ
と
秩
父
館
」、「
旧
本
町
街
か
ど

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
や
「
秩
父
ふ
る
さ
と
館
」

な
ど
を
商
店
街
の
核
と
し
て
、
周
辺
の

観
光
関
連
施
設
と
結
び
、
引
き
続
き
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

自
立
し
た
農
林
水
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

●
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
と
特
定
外
来
生

物
防
除
事
業

　

本
年
度
か
ら
新
た
に
サ
ル
被
害
対
策

に
取
り
組
み
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
や

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
推
進
と
農
作
物
等
へ

の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

●
遊
休
農
地
解
消
事
業

親
と
子
が
共
に
育
つ
環
境
づ
く
り

●
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
年
齢
拡
大

事
業

　

子
育
て
の
経
済
的
負
担
に
対
す
る
支

援
を
強
化
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療

費
支
給
制
度
の
対
象
者
を
本
年
４
月
か

ら
拡
大
し
、
小
学
５
年
生
ま
で
と
し
ま

す
。

●
ふ
れ
あ
い
学
校
事
業

　

全
国
で
展
開
す
る
「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
」に
沿
っ
て
、地
域
ぐ
る
み
の
安

心
・
安
全
な
放
課
後
対
策
を
図
り
ま
す
。

●
学
童
保
育
の
充
実

　

荒
川
学
童
保
育
室
を
荒
川
東
小
学
校

内
に
設
置
し
、
中
村
学
童
保
育
室
で
６

年
生
ま
で
の
受
入
を
開
始
し
ま
す
。

●
青
少
年
育
成
事
業
の
推
進

健
や
か
に
成
長
で
き
る

「
共
に
育
て
る
共
育
の
ま
ち
」

基本方針⑥

主要事業
基本方針④：にぎわいと感動を呼ぶ「交流のまち」

事　　業　　名 予算額
新（仮称）秩父芸能会館設計委託

新 三峰・大輪地区観光拠点整備
測量設計業務委託

新 ＢＭＸコース造成工事
秩父サイクルトレイン事業委託 300 
芝桜の丘整備工事
地域文化映像記録保存業務委託 14,501 

基本方針⑤：すぐれた価値を生み出す「活力のまち」

新 大学生等合同就職説明会事業
委託 1,180 

新 巡回・企業パネル展開催事業
委託 2,800 

新 緊急雇用対策事業 29,775 
有害鳥獣被害防止対策事業 4,133 
森林管理道新設改良事業（漆
木白岩線ほか４路線）
中小企業地域再生振興資金利子補
給事業（秩父市ハイパワー資金） 13,000 

新 武甲山伏流水活用事業
基本方針⑥：健やかに成長できる「共育のまち」

こども医療費支給事業 162,477 
英語力向上支援事業 29,586 
秩父大好き人間育成事業 597 
教育相談事業 22,230 
学校図書整備事業 8,500 
ふれあい学校事業 1,819 

新 秩父第一小学校体育館改築事業
尾田蒔小学校校舎他改築事業
高篠小学校改築事業

新 荒川東小学校体育館大規模改
造事業
荒川東小学校プール改築事業
秩父第二中学校校舎Ｂ棟大規
模改造事業

新（仮称）北部共同調理場整備事業
基本方針⑦：互いに助けあう「協働のまち」

行政評価事業 4,370
新 集落活性化対策事業 1,160
新 町内緊急安全対策工事補助 15,000

※新＝新規事業
※予算額の空欄については、入札等の実施予定により、

公表していないものです。

（単位：千円）



❺
今月の防災・防犯話し合いテーマ

「災害時に家族が集合する場所を決めておきましょう。」

未
来
を
担
う
人
を
育
む
学
校
づ
く
り

●
教
育
環
境
と
学
校
施
設
の
整
備

　

高
篠
小
学
校
は
来
年
１
月
に
新
校
舎

で
授
業
が
行
え
る
よ
う
引
き
続
き
改
築

工
事
を
進
め
ま
す
。
尾
田
蒔
小
学
校
校

舎
は
改
築
事
業
を
進
め
、
基
本
構
想
策

定
、
耐
力
度
調
査
の
実
施
に
続
き
、
基

本
設
計
を
行
い
ま
す
。
秩
父
第
二
中
学

校
は
、
大
規
模
改
修
工
事
に
着
手
し
ま

す
。荒
川
東
小
学
校
プ
ー
ル
は
、改
築
工

事
に
着
手
し
ま
す
。
秩
父
第
一
小
学
校

体
育
館
は
、
改
築
の
た
め
の
用
地
測
量
、

地
盤
調
査
や
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

●
学
校
給
食
の
充
実

●
教
育
内
容
の
充
実

　

学
校
図
書
の
充
実
に
よ
る
国
語
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
の
体
制
整
備

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
き
め
細

か
な
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

●
「
秩
父
大
好
き
人
間
」
の
育
成

　

郷
土
に
親
し
み
や
愛
着
を
も
ち
、
や

が
て
は
秩
父
の
発
展
に
貢
献
す
る
優
れ

た
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
教
育
相
談
体
制
の
充
実

●
未
来
創
造
子
ど
も
セ
ミ
ナ
ー
や
「
未

来
創
造
こ
ど
も
議
会
」
の
開
催

●
中
学
生
の
英
語
力
向
上
対
策
の
実
施

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

●
影
森
公
民
館
建
設
事
業

　

平
成
₂₂
年
度
の
着
工
に
向
け
、
引
き

続
き
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

と
も
に
築
く
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　

女
性
の
意
見
や
能
力
を
地
域
活
動
・

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
市

民
関
係
団
体
と
の
協
働
を
図
り
ま
す
。

温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

●
人
権
意
識
の
啓
発

●
「
市
政
報
告
会
」
の
開
催

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
と
の
連
携
を

図
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
町
会
と
の
連
携
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

　

町
会
と
行
政
が
対
等
な
立
場
に
お
け

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
町
会

事
務
費
」
や
「
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
対
し
て
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
集
落
の
維

持
・
活
性
化

誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り

●
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
発

給
業
務
の
開
始

●
職
員
の
意
識
改
革

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
職
務
に
対
す
る

使
命
感
と
相
互
に
啓
発
し
あ
う
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
市
民
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
る
「
株
式
会
社
あ
い
さ
つ
の

社
員
」
と
し
て
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

●
職
員
数
の
適
正
化

　

職
員
の
削
減
お
よ
び
人
件
費
の
抑
制

に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
務
の
一
層
の

効
率
化
･
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

●
財
務
状
況
の
公
表

　

市
の
財
務
状
況
を
適
正
に
検
証
や
評

価
を
し
、
わ
か
り
や
す
く
公
表
し
ま
す
。

●
入
札
制
度
改
革

　

厳
し
い
経
済
状
況
に
対
応
し
、
地
元

事
業
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

地
元
事
業
者
へ
の
発
注
機
会
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
適
切
な
指
名
競
争
入
札
を

実
施
し
ま
す
。

互
い
に
助
け
あ
う

「
協
働
の
ま
ち
」

基本方針⑦

建設が進む高篠小学校の新校舎

未来創造子どもセミナーでの理科実験

市内でパスポートが受け取れます

　秩父市が「定住自立圏」構想の先行実施団体と
して選定されたことは、昨年₁₁月₁0日発行の市報
ちちぶ「特別版」でお知らせしたとおりです。そ
の後、周辺の自治体とも協議を進め、３月₁₉日に
「ちちぶ定住自立圏　中心市宣言」を行いました。
　この宣言に基づき、圏域全体に必要な都市機能
や生活機能の確保のため、次のような取り組みを
周辺の自治体と協力して行います。
生活機能の強化に関すること
○地域全体を包括する観光交流施策や産業活性化
の推進
○教育力の向上や子育て支援策の充実
○地域医療や福祉の充実
圏域ネットワークの整備に関すること
○圏域の公共交通空白地帯の解消
○地産地消を視野に入れた農業振興施策の促進
圏域内外の人材交流等に関すること
○人材の育成や都市住民との交流活動により賑わ
いと感動が生まれるまちづくりの推進
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。ま
た、ふるさと創造課でも閲覧できます。

問ふるさと創造課☎２２－２８２３

「ちちぶ定住自立圏 中心市宣言」を行いました
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①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

　

国
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
地
方
財
政

計
画
で
は
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付

税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
急
激
に

落
ち
込
む
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
景
気
後
退
が
続
き
、
百
年

に
一
度
と
い
わ
れ
る
経
済
危
機
の
中
で
、

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準

で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
今
後

も
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
と
見
込

ま
れ
る
た
め
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
状
況
に
応

じ
た
果
断
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
に
お
い
て

は
、
経
済
の
回
生
と
、
河
川
の
水
質
保

全
や
森
林
の
保
全
な
ど
環
境
保
全
に
向

け
ら
れ
た
期
待
は
大
き
く
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、「
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
「
子
育

て
支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
重
点
事
業
と
し
て
推
進

す
べ
き
事
業
を
選
別
し
、
徹
底
的
に
経

子
育
て
支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

〜
環
境
重
視
・
経
済
回
生

『
市
民
視
点
総
ざ
ら
い
方
式
』
〜

予
算
の
概
要

費
の
節
減
に
努
め
な
が
ら
、
費
用
対
効

果
を
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に

立
っ
た
施
策
の
実
現
に
向
け
た
「
市
民

視
点
総
ざ
ら
い
方
式
」
に
よ
る
予
算
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

②
予
算
額

　

平
成
₂₁
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
２
６
７
億
３
，
９
７
１
万
４
千

円
と
な
り
、
昨
年
度
と
の
比
較
で
は

８
・
８
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
計
別
予
算
規
模
お
よ
び
一

般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

問
財
政
課
☎
₂₂

－

２
２
０
３

　

平
成
21
年
度
予
算
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た
秩
父
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
景
気
後
退
が
続
き
、
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
実
現
に
心
が
け
、
一
般
会
計
は
、

２
６
７
億
３
，
９
７
１
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
「
子
育
て
支
援
・

元
気
長
寿
の
ま
ち
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❻



歳入
267億3,971万4千円

市税
88億,9039万8千円
33.2％

地方交付税
64億5,000万円
24.1％

市債
30億4,520万円
11.4％

国庫支出金
20億8,705万9千円
7.8％

公債費
32億4,149万円
12.1％

土木費
31億3,281万7千円
11.7％

衛生費
25億7,032万8千円
9.6％

消防費
12億6,925万6千円
4.7％

その他
17億1,407万円
6.5％ 繰入金

10億1,761万7千円
3.8％

県支出金
17億3,880万8千円
6.5％

その他
35億1,063万2千円
13.2％

歳出
267億3,971万4千円

民生費
75億9,345万2千円
28.4％

教育費
37億4,943万8千円
14.0％総務費

34億6,886万3千円
13.0％

一 般 会 計 の 歳 出 一 般 会 計 の 歳 入

❼
秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！

平成21年度一般会計は

26,739,714千円
としました

任  務

会　計　別　予　算　規　模 （単位：千円）

小 さ く な　  い 　 予算

会　　　計　　　別 平成21年度予算額A 平成20年度予算額B 比較増減A－B 伸び率
一 般 会 計 26,739,714 29,305,410 △ 2,565,696 △ 8.8%

特 別 会 計 14,661,570 15,117,013 △ 455,443 △ 3.0%

内　
　
　
　

訳

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 7,446,685 7,219,396 227,289 3.1%
国民健康保険（診療施設勘定） 118,600 127,952 △ 9,352 △ 7.3%
老 人 保 健 84,999 868,495 △ 783,496 △ 90.2%
後 期 高 齢 者 医 療 557,843 534,371 23,472 4.4%
介 護 保 険 4,567,620 4,260,710 306,910 7.2%
下 水 道 事 業 1,192,917 1,374,464 △ 181,547 △ 13.2%
農 業 集 落 排 水 事 業 333,870 369,640 △ 35,770 △ 9.7%
戸 別 合 併 処 理 浄 化 槽 事 業 256,450 270,558 △ 14,108 △ 5.2%
公 設 地 方 卸 売 市 場 42,401 42,437 △ 36 △ 0.1%
駐 車 場 事 業 60,185 48,990 11,195 22.9%

企 業 会 計 5,688,260 6,145,852 △ 457,592 △ 7.4%
内
訳

水 道 事 業 2,831,510 3,089,753 △ 258,243 △ 8.4%
市 立 病 院 事 業 2,856,750 3,056,099 △ 199,349 △ 6.5%

予 算 合 計 47,089,544 50,568,275 △ 3,478,731 △ 6.9%

　民生費で障害者自立支援法に基づく各給付事業の施
策の積極的な推進や、こども医療費の小学校５年生終
了までの年齢拡大を図るなどにより増額となりました。
また、労働費では、雇用不安が拡大しているために、
緊急雇用創出事業を実施することにともない増額とな
りました。しかし、義務教育施設整備事業や市道整備
事業などで大規模事業が一段落したことなどから、全
体では減額となりました。

　滝沢ダムの課税により固定資産税の増収を見込んで
いますが、世界的な経済不況による景気後退の影響か
ら、法人市民税においては大幅な減収が見込まれるた
め、市税収入は、わずかに減額となる見込みです。ま
た、地方譲与税や自動車取得税交付金など国や県が徴
収した税の一部が譲与または交付されるものについて
は、景気後退の影響から大幅な減額となる見込みとな
りました。県支出金は、緊急雇用対策費に係る補助金
が新たに交付されることになりました。
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ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
の
運
行

　

羊
山
公
園
第
一
駐
車
場
と
妙
見
の
森

公
園
（
秩
父
神
社
前
）
の
間
に
お
い
て
、

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
期
間　

４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
、

25
日
㈯
〜
５
月
６
日（
水
・
休
）

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
利
用
を

　

芝
桜
の
丘
の
概
要
や
交
通
渋
滞
対
策
、

入
園
料
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
自
動
音
声

で
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

☎
22

－

２
８
１
６

市
内
花
め
ぐ
り

　

芝
桜
の
開
花
時
期
に
は
、
市
内
各
所
で

可
憐
な
花
々
が
美
し
く
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
旧
ゴ
ル
フ

場
内
に
「
癒
し
の
森　

花
の
回
廊
」
が

４
月
中
旬
に
開
園
予
定
で
す
。
園
内
に
は
、

春
と
秋
に
数
種
類
の
花
々
が
咲
き
、
散
策

し
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

芝
桜
の
観
賞
に
あ
わ
せ
て
、
花
め
ぐ

り
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
観
光
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
９

　

芝
桜
の
観
賞
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
に
、
ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
秩
父
の
魅
力
を
よ
り
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
「
芝
桜
ま

つ
り
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市内花めぐりへGO
吉田地区

大滝地区

荒川地区

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を

貼
付
し
、
下
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
票
は
観
光
振
興
課
の
ほ

か
、
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
臨
時
観

光
案
内
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秩
父
観

光
な
び
」
で
も
応
募
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
も
可
で
す
が
、
郵
送
代
は
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
の

際
の
破
損
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
５
月
11
日
㈪
〜
６
月
12
日
㈮

賞
金
等

●
金
賞
１
人

　

賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
３
万
円

●
銀
賞
２
人

　

賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
１
万
円

●
銅
賞
３
人

　

賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
５
千
円

お出かけ前には、ぜひ秩父市公式サイト「秩父観光な
び」のホームページをご覧ください。

http://navi.city.chichibu.lg.jp/

●
入
選
15
人
程
度

　

賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー

応
募
上
の
注
意

○
入
園
時
間（
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

外
に
、
園
内
で
撮
影
さ
れ
た
と
判
断

さ
れ
る
作
品
は
失
格
と
し
ま
す
。

○
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
応
募
票
を
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

○
入
賞
し
た
写
真
は
、
ネ
ガ
を
送
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
場
合
は
、
デ
ー
タ
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
入
賞
し
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
作
品
は
、
７
月
１
日
㈬
か

ら
８
月
31
日
㈪
に
返
却
し
ま
す
の
で
、

観
光
振
興
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

返
信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記

し
、
相
当
額
の
切
手
を
貼
付
の
う
え
、

応
募
の
際
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

展
覧
会　

入
賞
作
品
を
対
象
と
し
た
展

覧
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
１
日
㈬
〜
26
日
㈰

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館 

歴
史
文

化
交
流
フ
ロ
ア
ー

問
（
提
出
先
）
〒
３
６
８
―
８
６
８
６

熊
木
町
８
―
15　

観
光
振
興
課
内　

芝

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

芝
桜
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
係　

☎
25
―
５
２
０
９

※
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
観
光
振
興
課
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
は
除
く
）

ご応募ください！
芝桜写真コンクール

　

芝
桜
の
観
賞
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
に
、
ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
秩
父
の
魅
力
を
よ
り
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
「
芝
桜
ま

つ
り
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

お出かけください！

　今年も、「芝桜の丘」で撮影
された作品で、未発表のものを
対象として写真コンクールを行
います。

カイドウ
スイセン

ツツジ
シャクナゲ

しだれ桜
ミズバショウ

イ
ベ
ン
ト
案
内

芝
桜
開
花
期
間
中
の
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事　　　　　業 概　　　　　　　要 実　施　期　間・会　場 問い合わせ

芝桜まつり歓迎事業

①臨時観光案内
②秩父路の特産市
③秩父音頭流し
④ちちぶまちなか散歩

⑤スケッチ教室

⑥カラーセラピー教室

⑦まちなかスタンプラリー

①秩父地域の観光案内
②秩父の特産品などの臨時売店
③秩父民踊連合会による秩父音頭流し
④ボランティアガイドによる「ちちぶまち
なか散歩」

⑤落合久子「芝桜の丘・うららかスケッチ
教室」
⑥石井亜由美「春の色彩浴・カラーセラ
ピー教室」
⑦市内観光施設を巡るスタンプラリーの実
施

羊山公園「芝桜の丘」付近

①４月４日㈯～５月６日（水・休）
②４月４日㈯～５月６日（水・休）
③４月21日㈫　午後２時～
④４月18日㈯、19日㈰、25日㈯、26日㈰、29
日（水・祝）、５月２日㈯、3日㈰、４日（月・
祝）、５日（火・祝）、６日（水・休）
⑤４月17日㈮

⑥４月27日㈪

⑦４月４日㈯～５月６日（水・休）

芝桜まつり実行委員
会（事務局：市役所
観光振興課
☎25－5209）

妙見の森イベント 妙見の森コミュニティ舞台を活用し、秩父
の郷土芸能を披露

妙見の森公園コミュニティ舞台
４月18日㈯　秩父屋台囃子、子ども歌舞伎
４月19日㈰　秩父屋台囃子、黒潮太鼓
４月25日㈯　秩父屋台囃子、黒谷の獅子舞
４月26日㈰　秩父屋台囃子、秩父舞祭C－DANCE！
４月29日（水・祝）　秩父屋台囃子、神明社神楽
５月２日㈯　秩父屋台囃子、貴布禰神社神楽
５月３日㈰　秩父屋台囃子
５月４日（月・祝）　秩父屋台囃子、白久の串人形芝居
５月５日（火・祝）　秩父屋台囃子、久長の獅子舞
５月６日（水・休）　秩父屋台囃子、大滝中三峰神代神楽

市役所商業振興課
☎25－5208

二十連太鼓 番場通り（妙見通り）を歩行者天国にし、
二十連太鼓の演奏を披露 番場通り　５月３日㈰　午後１時～３時 市役所商業振興課

☎25－5208

特別企画展
「～新進・感性・熟練～

秩父銘仙３人展」

３人の地元作家による、現代に受け継がれ
る秩父銘仙の作品展

ちちぶ銘仙館
（入館料：一般200円、小中学生100円）
４月10日㈮～５月10日㈰ ちちぶ銘仙館

☎22－4112
春の銘仙館まつり 大蔵出し市、伝統工芸の実演、染め･織り

体験、野点などを開催

ちちぶ銘仙館
（入館料：一般200円、小中学生100円）
５月２日㈯～６日（水・休）

春の地場産まつり 秩父銘仙の展示即売や山野草の販売、試
飲・試食、草花の即売などを実施

秩父地場産センター１階物産館、２階展示
コーナー等
４月10日㈮～５月10日㈰
（試飲試食は５月３日～６日）

秩父地場産センター
☎25－0088

秩父まつり会館開館25周年
記念イベント

昭和59年に開館以来、今年の４月18日に25
周年を迎える。４月18日には餅つきなどの
イベントを行い、また期間中に記念イベン
トを実施

秩父まつり会館
４月18日㈯～５月６日（水・休）

秩父まつり会館
☎23－1110

秩父の昔話実演 秩父に昔から伝わる昔話の語りの実演

秩父まつり会館（入館料：400円）
４月18日㈯、19日㈰、25日㈯、26日㈰、29日
（水・祝）、５月２日㈯、３日㈰、４日（月・祝）、
５日（火・祝）、６日（水・休）
各日午前11時～、午後２時～

さくらの思い出写真コンテ
スト作品展 芝桜をはじめ、秩父の桜の写真展 矢尾百貨店内

４月１日㈬～20日㈪　午前10時～午後７時
矢尾百貨店
☎24－8080

川瀬祭り本町屋台の曳行・
飾置き

本年改修を終えた川瀬祭の本町屋台を曳
えいこう

行
し、秩父神社境内で飾り置く

秩父神社境内、埼玉りそな銀行秩父支店
５月３日㈰　　午前10時～午後４時
４日（月・祝）　午前10時～午後３時

市役所観光振興課
☎25－5209

芝桜“市民茶会” 秩父神社前、妙見の森公園で茶会を開催
妙見の森公園内
（お茶券：300円、先着500人）
５月１日㈮　午前10時～午後3時

ちちぶ茶道会（浅見宅）
☎22－1176

芝桜まちなか写真展 番場商店街で芝桜写真コンクールの入賞作
品を展示 番場商店街　５月６日（水・休）まで 番場商店街振興組合

☎22－0227

芝桜開花期のイベント一覧

ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～



駐
車
整
理
料

■
こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
駐
車
場
利
用
券
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て
、

駐
車
場
係
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

交
通
規
制
実
施
日
に
あ
わ
せ
、
市
役

所
構
内
お
よ
び
職
員
駐
車
場
を
開
放
し

ま
す
。
た
だ
し
、
台
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

と　

き　

４
月
18
日
〜
５
月
６
日
の
土

･
日
･
祝
日
（
午
前
７
時
〜
午
後
５
時
）

　

交
通
規
制
実
施
の
際
は
、
臨
時
駐
車

場
を
開
設
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る

際
は
、
駐
車
整
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
臨
時
駐
車
場
は
無
料

　

駐
車
整
理
料
は
、
園
内
の
安
全
確
保
、

警
備
員
に
よ
る
交
通
整
理
、
駐
車
場
警
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秩父市役所

①
交
通
規
制
時
の
臨
時
駐
車
場

「芝桜の丘」
開花期に交通規制を実施！
　芝桜開花期間中の混雑が予想される日を対象と
して、交通渋滞の緩和のため、交通規制を行います。
　実施日には、羊山公園内駐車場に一般車両の進
入および駐車はできませんのでご注意ください。

❺

有料期間中　１回限り有効（４人まで）

※ この券を芝桜の丘内の入園券売場に持参のうえ、無料入
園券と引き換えてください。

※ ４月１日～５月10日（午前８時～午後５時）までのうち、
芝桜の見ごろの期間に限り有料になります。

※ この券の複製・コピーによる使用はできません。
④

平成21年度
羊山公園芝桜の丘　秩父市民無料入園券

引　換　券
P
芝桜開花期間中　１回限り有効

自家用車（自動車（軽含む）・二輪車）のみ

※ 満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
※ ４月18日～５月６日の土・日・祝日（交通対策実施日）は、
公園内一般車両進入禁止のため、ご利用いただけません。

※ この券の複製・コピーによる使用はできません。
④

平成21年度
秩父市民

羊山公園内駐車場利用券

バ
イ
ク

乗
用
車
（
軽
含
む
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

大
型
バ
ス

車　
　
　

種

２
０
０
円

５
０
０
円

２
，
０
０
０
円

３
，
０
０
０
円

料　
　

金

備
の
充
実
、
ま
た
交
通
規
制
実
施
日
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
＆
バ
ス

ラ
イ
ド
）
等
の
運
営
費
用
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

臨
時
駐
車
場
お
よ
び
駐
車
整
理
料

交
通
規
制
実
施
日

駐
車
場
の
ご
案
内

臨時駐車場 車　　種 収容台数 駐車整理料

ミューズパーク 乗用車（軽含む） 800台 無料

公設地方卸売市場 乗用車（軽含む） 450台 500円

南 小 学 校
乗用車（軽含む） 200台 500円

バイク 50台 250円

※ミューズパーク、公設地方卸売市場からは、羊山公園
まで無料シャトルバスを運行します。

※大型・マイクロバスは臨時駐車場へ駐車できません。
バス専用駐車場は、予約申込みが必要です。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。なお、乗用車（軽含む）、
バイクの予約はありません。

②
羊
山
公
園
内
の
臨
時
駐
車
場

　

交
通
規
制
実
施
日
以
外
の

日
は
、
羊
山
公
園
内
臨
時
駐

車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
左
記
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
駐
車
整
理
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
10
日
㈰
ま
で

の
交
通
規
制
実
施
日
以
外

※
時
間
帯
は
、
午
前
７
時
〜

午
後
５
時
の
予
定
で
す
。

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
市
役
所
駐
車
場
を
開
放



「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士
」

「
子
ど
も
伝
統
芸
能
・
芸
術
文
化
伝
道
師
」

「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
誕
生

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士
」

「
子
ど
も
伝
統
芸
能
・
芸
術
文
化
伝
道
師
」

「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
誕
生

11

　

市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
調
査
・
研

究
・
実
践
等
に
対
し
、「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士
」
等
の
称
号
を
授
与
し
、
そ

の
努
力
を
た
た
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
募
集
を

始
め
た
「
秩
父
市
子
ど
も
伝
統
芸
能
・
芸
術
文
化
伝
道
師
」「
秩
父
市
子
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
マ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て
も
称
号
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学

士
・
博
士
等
称
号
授
与
式
」
が
行
わ
れ
、

１
人
の
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」
と
12

人
の
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」
が
新
た

に
誕
生
し
、
栗
原
市
長
か
ら
証
書
と
副

賞
を
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

平
成
17
年
度
か
ら
の
合
計
で
、
ち
ち
ぶ

学
士
が
12
人
、
ち
ち
ぶ
博
士
が
39
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
伝
統
芸
能
伝
道
師
」

は
、
秩
父
の
歌
舞
伎
や
屋
台
囃
子
、
神

楽
の
習
得
・
普
及
活
動
に
取
り
組
む
小

中
学
生
96
人
に
、「
子
ど
も
芸
術
文
化

伝
道
師
」
は
、
絵
画
や
作
文
、
ダ
ン
ス

で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
た
小
中

学
生
８
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
は
、

剣
道
、
新
体
操
、
陸
上
競
技
で
特
に
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
小
中
学
生
12
人
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
、
頑

張
っ
て
い
る
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
申

請
、
推
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
各

小
中
学
校
の
担
当
者
、
ま
た
は
、
教
育

研
究
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
研
究
所
☎
22

－

２
４
４
６

授与式に参加した児童・生徒の皆さん

�
芝
桜
の
丘
�
は
有
料
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

期　

間　

５
月
10
日
㈰
（
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
）
ま
で
の
う
ち
、
花
の
見
ご

ろ
の
期
間

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
無
料
と
な

り
ま
す
。（「
芝
桜
の
丘
」
内
の
入
園

券
販
売
場
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。）

※
「
一
般
」と
は
、中
学
生
お
よ
び
こ
れ

に
相
当
す
る
方
を
除
く
満
15
歳
以
上

か
ら
75
歳
未
満
の
方
で
す
。

※
「
団
体
」と
は
、入
園
料
を
支
払
う
入

園
者
の
数
が
20
人
以
上
の
団
体
で
す
。

■
10
ペ
ー
ジ
の
「
芝
桜
の
丘
無
料
入

園
券
引
換
券
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

切
り
取
っ
て
「
芝
桜
の
丘
」
内
の
入

園
券
売
場
に
持
参
の
う
え
、
無
料
入

園
券
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

問
公
園
課
☎
22

－

２
６
０
３

日 月 火 水 木 金 土
４/５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 ５/１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
４月９日･23日､
５月14日 ４月26日 ４月26日を除く

土・日曜・祝日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・証
明書、所得課税証明書等の発行

③転入、転出・転居届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、高齢
者医療に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

⑦パスポート（旅券）交付業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

開花期
間中

「芝桜の丘」入園料

区　分 個人 団体

一 般 １日300円
１人につき
１日250円

市外75歳以上 １日250円

市民75歳以上 無料

中 学 生 以 下 無料

※75歳以上の方は、入園券販売窓口に、
住所・年齢等が確認できるものを提
示してください。

平成21年　勤労青少年の標語
『日々成長　未来の自分は無限大』　秩父市勤労青少年ホーム
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対　

象　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
・

小
中
学
校
の
子
ど
も
を
も
つ
親
、
教

育
・
保
育
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
親

学
に
関
心
の
あ
る
方
で
、
原
則
と
し
て
、

全
講
座
を
受
け
ら
れ
る
方

と　

き　

５
月
９
日
、
16
日
、
30
日
、

６
月
６
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）、
各

日　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

教
育
研
究
所
（
芸
術
文
化
会

館
２
階
）

定　

員　

50
人

講　

師　

明
星
大
学
教
授　

髙
橋
史
朗

先
生
を
は
じ
め
著
名
な
方
々

費　

用　

５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

申
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
教
育
研
究
所

（
☎
22

－

２
４
４
６
）
へ

　

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
関
わ
り
方
、
親
と
し
て
の
在
り
方
な
ど

子
育
て
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
は
、
学
校

や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
子
育
て
に
悩
む
親

へ
の
支
援
等
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

受講生
募集

子育ての基本を学ぶことができます

4／1～対象年齢拡大！
　４月１日から、こ
ども医療費支給制度
の対象を１歳引き上
げ、満11歳に達した
日以降の最初の３月
31日までの方に拡大しました。

　拡大対象者で、すでに受給されてい
た方には受給者証を郵送しました。平
成10年４月２日以降に生まれたお子さ
んがいる方で、申請手続きがまだお済
みでない方は手続きをお願いします。
対　象
　市内に住んでいる０歳児～満11歳に
達した日以降の最初の３月31日までの
方で、住民基本台帳に登録されている
方および外国人登録されている方
※ひとり親家庭等医療費・重度心身障
害者医療費を受給されている方は対
象になりません。

支給内容　各医療保険制度における医
療費の一部負担金（ただし、高額療養
費・附加給付金・入院時食事療養標準
負担額は除きます。）
※医療保険が変わったときは、必ず変
更届を提出してください。

問こども課☎２２－２２１１
　（内線１１８４）

吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２３９５

◆◆ こども医療費支給制度 ◆◆

民生委員・児童委員の委嘱
　４月１日付けで、次の方が厚生労働
大臣ならびに埼玉県知事から委嘱され
ました。
民生委員・児童委員
　日野田町
　　五十嵐京子　☎２２－６２６７
　野坂町
　　加藤　茂樹　☎２２－４３８０
　大滝（麻生・寺井区）
　　千島セツ子　☎５５－０４２４

市職員の人事異動
　平成21年４月１日付けで市職員の人事異動を行いましたので、課長級以上について
お知らせします。（　）内は発令前の職名です。
　なお、配置換をともなう昇格は、昇格の項に記載します。
部長級
▼配置換
　▽環境農林部長（吉田総合支所長）金丸一郎
▼昇格
　▽吉田総合支所長（産業観光部次長）山口辰雄
　▽荒川総合支所長兼荒川総合支所総務課長（荒川総合支所副支所長）森前光弘
　▽水道部長兼業務課長（水道部次長兼業務課長）島崎　洋
　▽教育委員会事務局長（財務部次長兼財政課長）大沢賢治
次長級
▼配置換
　▽参事兼定住自立圏構想プロジェクトリーダー（総務省＝派遣）髙橋範充
　▽市民生活部次長兼パスポートセンター所長（吉田総合支所副支所長）栗原幸一
　▽いきいき大学校開校準備室長（地域整備部技監）島﨑一男
　▽教育委員会事務局次長兼主任指導主事／学校教育課長／中村学童保育室長（埼玉
県＝派遣）磯田喜次

課長級
▼配置換
　▽総務部危機管理課主席主幹（秩父広域市町村圏組合＝派遣）阿保　登
　▽教育委員会事務局主任指導主事兼学校教育課主席主幹（埼玉県＝派遣）倉澤俊夫
　▽教育委員会事務局教育研究所指導主事（埼玉県＝派遣）井上淳一郎
退職者（３月31日付退職）
▽加藤茂樹▽田端賀代子▽野口芳子▽西　文子▽浅見トモ代▽根岸孝江▽神林昌江
▽山中澄子▽大澤千重子▽磯田敏行▽金子裕子▽石野きみ江▽高橋保吉▽原嶋岸男
▽黒澤桂助▽神林昭周▽岡本亘平▽宮﨑美穂▽小林真樹子▽古田志子▽高橋知江▽
大村源吉▽関根正嗣▽関根　忠▽新井竹男▽浅見美智子
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みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

　

工
事
中
、
仮
診
察
室
等
へ
の
移
動
や

騒
音
な
ど
で
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
完
成
に
と
も
な
い
、
診
察

室
等
の
配
置
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。
受

診
の
際
に
は
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

主
な
変
更
点

○
救
急
処
置
室
等
の
新
設
（
旧
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
跡
に
救
急
専
用

施
設
の
整
備
）

○
脳
神
経
外
科
診
察
室
を
移
転
（
南
館

１
階
か
ら
本
館
１
階
へ
）

○
本
館
１
階
外
来
診
察
室
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
配
置
替
え
と
中
待
合
室
の
解

消
）

○
内
視
鏡
室
を
救
急
処
置
室
側
へ
移
転

○
夜
間
出
入
口
を
変
更
（
南
館
１
階
か

ら
本
館
１
階
北
側
へ
）

○
救
急
車
搬
送
口
を
変
更
（
正
面
玄
関

か
ら
救
急
処
置
室
側
へ
）

問
市
立
病
院
管
理
課
☎
23

－

０
６
１
１

　昨年11月から進めてきた、市立病院
「救急処置室」等の施設改修工事が３
月末に完成しました。

「お出かけ楽々
バス利用券」を
交付します！

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
、「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」
の
購

入
代
金
の
一
部
を
補
助
す
る
「
お
出
か

け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

今
年
度
も
年
度
内
２
回
ま
で
の
交
付
と

な
り
ま
す
。

受
付
場
所　

市
民
生
活
課（
本
庁
舎
３
階
）

申
請
の
際
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
免
許
証
な
ど
、
高
齢
者
の

方
の
年
齢
や
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

※
２
回
目
の
交
付
の
方
は
、
使
い
切
っ

た
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
と
の
引
き
換
え

に
な
り
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

購
入
方
法　

市
民
生
活
課
で
利
用
券
を

受
け
取
っ
た
後
、
西
武
観
光
バ
ス
秩

父
営
業
所
で
利
用
券
を
提
出
し
、
５
，

０
０
０
円
の
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
現
金
３
，
０
０
０

円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
…
市
内
で
は
西
武

観
光
バ
ス
の
全
線
が
利
用
可
能
で
す
。

（「
ぐ
る
り
ん
号
」
も
使
え
ま
す
。）

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０
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秩父市の融資・補助制度のご案内

【中小企業者向け】

○小口金融制度・特別小口金融制度

対　　　象 市内に店舗、工場または事業所（法人の場合は本社）を有する中小企業者であって、市税を完納している方
※これから創業する方も対象となります。

融 資 限 度 額 ２，０００万円

資 金 使 途 運転資金・設備資金　※ただし、借入金の返済、税金の支払いは対象外となります。

融 資 期 間 運転資金：５年以内、設備資金：７年以内

利 　 　 　 率 長期プライムレートと同率の固定金利（融資額の１％分の利子を市が予算の範囲内で補助します。）

※参考：長期プライムレート2.25％（平成21年３月１日現在）－1.00％＝1.25％（実際のご負担分）

○中小企業地域再生振興資金利子補給制度（秩父市ハイパワー資金）

問商工中金熊谷支店☎０４８－５２５－３７５１　埼玉りそな銀行秩父支店☎２２－３８５０
　武蔵野銀行秩父支店☎２２－０９４０　埼玉縣信用金庫秩父支店☎２２－２５５０
　足利銀行秩父支店☎２２－１７００　東和銀行秩父支店☎２２－４３５３
※金融機関ごとに融資枠を設定していますので、お申し込み前にご確認ください。

取扱金融機関　埼玉りそな銀行・武蔵野銀行・埼玉縣信用金庫・足利銀行・東和銀行・埼玉信用組合の各秩父支店
名　　称 主な申込要件 融資限度額 利　率 融資期間・償還方法 担保 保　証　人 保証料率

小口金融制度

①継続して１年以上市内に住所および
事業所（法人の場合は本社）を有し、
かつ、同一事業を営んでいること

②市税を完納していること
③許認可等が必要な業種の場合、有効
な許認可等を受けていること

運転、設備
合わせて
1,000万円

年1.75％
（利子補給制度の
対象となります。）

運転５年以内
（据置６か月以内）

月賦償還

設備７年以内
（据置12か月以内）

月賦償還

必要に
応じて

個人：原則として
不要

法人：原則として
代表者

年0.45%
～1.59%

（埼玉県信用保
証協会の審査に
より決定）

特　　　　別
小口金融制度

上記に加えて
①常時使用する従業員が20人（商業、
サービス業は５人）以下であること

②本制度による保証の他に埼玉県信用
保証協会の保証を付した借入金のな
いこと

③市県民税の所得割（法人は法人税割）
があること

不　要 不　　要 年0.8%

【 勤 労 者 向 け 】

　市では、中小企業の振興および勤労者の福祉向上のため、以下の融資・補助制度を設けて
います。ぜひご利用ください。

○産業労働者住宅資金貸付制度
取扱金融機関　中央労働金庫秩父支店

※融資利率は改定されている場合がありますので、お申し込み前に必ずご確認ください。
問工業振興課　☎２２－３４２８

資金使途 申　込　要　件 融資限度額 融資期間 融資利率 信用保証 保証料率

市内に居住する
ための住居の新
築、増改築、購
入、修繕および
宅地の取得

①事業所に引き続き２年以上勤務
している方

②年齢が満20歳以上60歳未満の方
③市税を完納している方
④資金の返済能力を有する方

有担保
1,000万円

25年以内
（完済年齢
満76歳未満）

年1.865％
埼玉県労働者信用
基金協会の保証ま
たは連帯保証人

年0.24％

無担保
500万円

15年以内
（完済年齢
満71歳未満）

年2.715％ 埼玉県労働者信用
基金協会の保証

返済期・融資
額による

※申込要件は主なものであり、融資利率は改定されている場合がありますので、お申し込み前に必ずご確認
ください。

※申込期日は、毎月10日（土・日・祝日の場合は、直前の平日）です。
※融資期間内に完済すると、保証料の全額が補助されます。
問商業振興課　☎２５－５２０８
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犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施

　
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、犬
の
所
有
者
は
、

そ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
規
の
場
合　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
養
し
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射

済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

継
続
の
場
合

費　

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
内
訳
、
注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
会
場
に
よ
っ
て
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犬
同
士
の
喧
嘩
や

逃
亡
を
防
ぐ
為
、
リ
ー
ド
を
短
く
持

ち
、
必
ず
犬
を
抑
え
ら
れ
る
方
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等

は
、
生
活
衛
生
課
ま
た
は
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22

－

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

平成21年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧

※期間中はどの会場でも受けられます。
※雨天の場合でも予定の時間で行います。

○秩父本庁管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

４月15日 水 浦山公民館 10：30～11：30
久那公民館 13：00～14：30

４月16日 木 影森公民館 10：00～12：00
旭町公会堂 13：30～15：00

４月22日 水
大田公民館 10：00～11：30
小柱農村集落センター 13：00～14：00
下黒谷運動広場駐車場（㈱西武リースの裏） 14：30～15：30

４月23日 木 尾田蒔公民館 10：00～11：30
中蒔田椋神社 13：00～14：30

５月12日 火 高篠公民館 10：00～12：00
高篠恒持神社 13：30～15：00

５月13日 水 中宮地町公会堂 10：00～11：30
中村町ちびっこ広場 13：00～14：30

５月14日 木 宮崎公会堂 10：00～11：30
原谷グラウンド（文化体育センターとなり） 13：00～15：00

５月20日 水 秩父保健センター 10：00～12：00
秩父公園 13：30～15：30

○吉田総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

５月18日 月

上の原集落センター庭 10：00～10：40
井上農村集落センター 11：00～11：50
旧杉村邸跡駐車場 13：30～14：20
阿熊集落センター庭 14：40～15：00
久長農村集落センター庭 15：20～15：40

５月19日 火
上吉田生活改善センター庭 10：00～10：40
塚越区集会所前駐車場 11：00～11：40
石間交流学習館水車小屋前駐車場 13：20～14：00

○大滝総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

４月20日 月

吉田和平様宅横 10：00～10：20
山中保様宅上 10：40～10：50
大輪コミュニティセンター 11：00～11：10
神岡橋横 11：20～11：30
大滝総合支所 11：40～11：55
山中秀人様宅前 13：00～13：10
礒田善代様宅前 13：15～13：25
小双里公会堂 13：30～13：40
山口喜三様宅入口 14：00～14：10
中津川消防器具庫前 14：20～14：40
㈱ニッチツ事務所前 15：00～15：10
大久保区集会場 10：30～10：40
県営二瀬駐車場 10：50～11：00
柳田位子様宅前 11：10～11：20
山中清光様宅前 11：30～11：40
大木消防器具庫前 11：50～12：00
大島屋前 12：10～12：20
麻生区集会所前 13：20～13：30
山中行榮様宅前 13：40～13：50
栃本会館前 14：00～14：10
旅館扇家山荘前 14：20～14：30

○荒川総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

４月27日 月

８支部運動広場 ９：30～10：00
荒川大滝分署裏（消防署） 10：30～11：00
上サ区公会堂前 11：30～12：00
セミナーハウス テニスコート駐車場 13：30～14：00
道の駅駐車場（浄光寺側） 14：30～15：00

４月28日 火

荒川公民館 ９：30～10：00
荒川総合支所前 10：30～11：10
若御子神社横観光トイレ前 12：30～13：00
上石原区集会場 13：30～14：00

　

市
と
秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
で

は
、
３
月
２
、３
日
、
大
学
生
等
を
対

象
に
、
１
泊
２
日
の
日
程
で
企
業
見
学

会
、
情
報
交
換
会
、
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
37
人
の
学
生

が
参
加
し
、
積
極
的
に
企
業
人
事
担
当

者
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
学
生
が
秩
父
に
住
ん
で
働
き
、

秩
父
市
の
未
来
を
と
も
に
創
造
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

秩
父
に
住
ん
で
働
こ
う
！

若
い
力
が
故
郷
を
つ
く
る
！

求人企業合同

就職説明会が

開催される
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当
社
は
、

開
業
以
来

「
埼
玉
県
の

皆
さ
ま
に
信

頼
さ
れ
、
地

元
埼
玉
と
と

も
に
発
展
す

る
銀
行
」
を

目
指
す
こ
と

を
銀
行
像
と
し
、
新
た
な
「
成
長
」
と

「
健
全
」
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
秩
父
支
店
も
明
治
12
年
、
第

八
十
五
国
立
銀
行
の
秩
父
出
張
所
と
し

て
開
設
以
来
、
こ
の
地
で
約
１
３
０
年
、

秩
父
地
域
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
秩
父
市
内
を
中
心
に
小

鹿
野
町
・
皆
野
町
・
長
瀞
町
・
横
瀬
町

を
営
業
エ
リ
ア
と
し
、
傘
下
に
皆
野
支

店
お
よ
び
小
鹿
野
支
店
を
持
つ
秩
父
地

域
の
中
核
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
営
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
拠
点
は
５
か
所

（
秩
父
市
役
所
、
秩
父
市
立
病
院
、
矢

尾
百
貨
店
、
公
園
橋
モ
ー
ル
、
長
瀞
町

役
場
）ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、秩
父
市
の

指
定
金
融
機
関
と
し
て
税
金
な
ど
公
金

取
扱
業
務
を
通
じ
て
も
地
域
の
皆
さ
ま

に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
店
は
、
一
昨
年
11
月
に
、
店
頭
美

化
や
お
客
様
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
を
図
り
、

よ
り
利
便
性
を
高
め
た
「
次
世
代
型
店

舗
」
へ
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
お
客
さ
ま

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
切

所在地　本町４番６号
従業員数　70人
支店長　大河原新平
ＵＲＬ
　http://www.resona-gr.co.jp

埼玉りそな銀行秩父支店

埼玉りそな銀行秩父支店店内

埼玉りそな銀行

埼玉縣信用金庫

武蔵野銀行

足利銀行

東和銀行

株式会社リテラ

昭和電工株式会社

東洋パーツ株式会社

株式会社ベンチャーウイスキー

株式会社秩父源流水

株式会社矢尾百貨店

株式会社ユタカ電機製作所

秩父電子株式会社

　アメリカ発の金融危機に端を発した100年に一度と

言われる世界的な経済危機は、この秩父地域の経済に

も大きな影響を及ぼしています。

　このような中で、現在、秩父地域の経済が直面して

いる現状の把握と、今後、市が進める経済対策の参考

とするため、今年１月から２月にかけて、市内の金融

機関および商業、電子、電機、自動車関連企業などの

製造業13社を栗原市長が訪問し、現在の秩父地域の経

済状況について情報収集や意見交換を行いました。

　また、訪問した金融機関には、地元の中小企業に対

する金融の円滑化について市からの要望を行いました。

　今後、市報ちちぶにおいて、訪問した企業の紹介を

していきます。

問工業振興課☎２２－３４２８

＜今回の訪問先企業＞

2009年4月号

に
し
、
よ
り
「
相
談
」
し
や
す
く
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
、
誠
実
で
心

の
こ
も
っ
た
質
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
、
支
店
長
以
下
約
70

人
の
社
員
が
店
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
社
員
が
講
師

と
な
り
、
小
学
生
の
お
子
さ
ま
に
楽

し
ん
で
金
融
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
く
「
り
そ
な
キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
秩
父
で
は
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
「
信
頼
」
さ
れ
、「
な
ん

で
も
真
っ
先
に
相
談
し
て
み
た
い
」
と

思
わ
れ
る
銀
行
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

更
な
る
地
域
発
展
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
地
域
重
視
・
地
域
密
着
」

の
営
業
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
便
利
で
快
適
に
な
っ
た
秩
父
支
店

へ
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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武
蔵
野
銀

行
は
、
昭
和

27
年
に
創
立

し
、
秩
父
支

店
は
創
業
と

同
時
に
こ
こ

秩
父
の
地
に

て
開
店
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
行
は
、
創
業
以
来
「
地
域
共
存
」、

「
顧
客
尊
重
」
を
永
遠
の
テ
ー
ゼ
と
し

て
、
埼
玉
県
の
地
元
銀
行
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼
・
信
認
を
い

た
だ
く
た
め
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
、
一
貫
し
て
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
行
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預

り
し
た
預
金
を
、
地
域
の
中
小
企
業
を

中
心
と
す
る
お
客
さ
ま
に
安
定
・
継
続

し
て
資
金
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
企

業
の
育
成
、
創
業
・
新
事
業
の
応
援
、

事
業
再
生
の
支
援
等
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
・
産
業
の
振
興
に

資
す
る
べ
く
努
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

国
内
外
の
景
気
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の

ご
要
望
に
対
し
ま
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
行
は
経
済
面
の
み
な
ら
ず
、

企
業
市
民
と
し
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
や
、
福
祉
・
地
域
行
事
へ
の

参
加
な
ど
地
域
社
会
と
の
関
係
を
重
視

し
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
緑
豊
か
な
埼

玉
の
環
境
保
全･

創
出
に
向
け
た
活
動

　

埼
玉
縣
信

用
金
庫
（
以

下
、「
さ
い

し
ん
」）
は
、

埼
玉
県
を
事

業
区
域
と
し

て
、
地
元
の

中
小
企
業
や

個
人
の
お
客

さ
ま
が
会
員
と
な
っ
て
、
お
互
い
に
助

け
合
い
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
共
通
の

理
念
と
し
て
運
営
し
て
い
る
相
互
扶
助

型
の
金
融
機
関
で
す
。
お
客
さ
ま
か
ら

お
預
か
り
し
た
大
切
な
資
金
（
預
金
積

金
）
は
、
資
金
を
必
要
と
す
る
お
客
さ

ま
に
融
資
を
行
っ
て
、
事
業
や
生
活
の

繁
栄
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
地
元
の
中
小

企
業
の
皆
さ
ま
や
個
人
の
お
客
さ
ま
と

の
強
い
絆
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
「
さ
い
し
ん
」
は
、
昭
和
23
年
の
設

立
以
来
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
お

客
さ
ま
に
育
ま
れ
、
秩
父
市
を
は
じ

め
、
埼
玉
県
の
経
済
の
発
展
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
２
月

に
は
、
お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、
創

立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
同

年
９
月
末
に
お
い
て
は
、
資
金
量

２
兆
２
６
２
９
億
円
と
、
全
国
２
７
９

信
用
金
庫
中
、
第
４
位
の
規
模
の
信
用

金
庫
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
店
舗
数
も
98
店
と
、
埼
玉

県
の
ほ
ぼ
全
域
を
網
羅
す
る
ま
で
に
な

埼玉縣信用金庫秩父支店

武蔵野銀行秩父支店

所在地　本町３番４号
従業員数　19人
支店長　井上　賢二
ＵＲＬ
　http://www.saishin.co.jp

埼玉縣信用金庫秩父支店

所在地　宮側町14番12号
従業員数　31人
支店長　河田　　優
ＵＲＬ
　http://www.musashinobank.co.jp

武蔵野銀行秩父支店

り
ま
し
た
。

　

現
在
、「
さ
い
し
ん
」
で
は
、
地
域

密
着
型
金
融
の
取
り
組
み
と
し
て
、
全

国
の
大
学
、
研
究
機
関
や
行
政
機
関
、

そ
の
他
民
間
支
援
機
関
と
の
幅
広
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
コ
ラ
ボ
産
学
官
埼

玉
支
部
を
活
用
し
、
創
業
支
援
・
経
営

革
新
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
・
事
業

継
承
等
に
つ
い
て
外
部
機
関
と
連
携
し

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
へ
の
協
力
と
し
て
、
今
年
で
11

回
目
と
な
る
「
さ
い
し
ん
・
浦
和
レ
ッ

ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、

地
元
の
中
学
生
の
社
会
体
験
事
業
に
協

力
し
、
実
際
に
店
頭
で
お
客
さ
ま
と
の

ふ
れ
あ
い
を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
金
融
教

育
に
も
力
を
い
れ
、
広
く
地
域
貢
献
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
さ
い
し
ん
」
は
、
地
域
経

済
を
支
え
る
金
融
機
関
と
し
て
お
客
さ

ま
と
の
共
存
同
栄
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
も
の
と
し
て
は
、
埼
玉
県
に
身
体
障

が
い
者
用
リ
フ
ト
付
大
型
バ
ス
「
お
お

ぞ
ら
号
」
を
昭
和
48
年
以
来
、
合
計
５

台
を
寄
贈
し
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
公
益
信

託
「
む
さ
し
の
緑
の
基
金
」
は
、
平
成

４
年
に
創
設
さ
れ
、
埼
玉
県
内
に
お
け

る
自
然
環
境
保
全
活
動
を
行
う
団
体
等

の
皆
さ
ま
に
対
し
、
延
べ
１
２
１
団
体
、

総
額
４
，
４
０
０
万
円
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
「
む

さ
し
の
水
と
緑
の
定
期
預
金
」
を
発
売

し
、
お
預
け
い
た
だ
い
た
定
期
預
金
の

一
定
割
合
相
当
額
（
２
０
０
万
円
）
を

「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」
へ
寄
付
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
行
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
付
加
価

値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
、「
お

客
さ
ま
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
銀
行
」、

「
県
民
の
ベ
ス
ト
リ
テ
ー
ル
バ
ン
ク
」

の
実
現
を
目
指
し
、
今
後
と
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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前
回
、
平
成
18
年
度
の
評
価
替
え
で

は
、
合
併
し
た
翌
年
度
で
あ
り
、
評
価

替
え
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
整
備
等
が

不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
土
地
の
評
価

方
法
の
統
一
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
宅
地

お
よ
び
雑
種
地
等
（
以
下
「
宅
地
等
」）

の
評
価
方
法
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

し
た
。

18

固
定
資
産
の
評
価
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
度
は
３
年
に
一
度
の
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
評
価
替
え
の
年

で
す
。

　

こ
れ
は
、
３
年
に
一
度
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
評
価
替
え
に
と

も
な
い
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税
の
税
額
に
変
更
（
土
地
に
つ
い
て
は
増

加
や
減
少
、
家
屋
に
つ
い
て
は
据
置
ま
た
は
減
少
）
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
地
評
価
方
法
の
統
一

①
宅
地
等
の
評
価
方
法

　

宅
地
等
の
評
価
方
法
に
は
、
市
街
地

の
形
態
を
形
成
す
る
地
域
に
適
用
す
る

「
市
街
地
宅
地
評
価
法
」
と
、
そ
れ
以

外
の
地
域
に
適
用
す
る
「
そ
の
他
の
宅

地
評
価
法
」
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
平
成
21
年
度
か
ら
秩
父
市
の
評
価

方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

市
街
地
宅
地
評
価
法

　

道
路
ご
と
に
沿
接
す
る
標
準
的
な
宅

地
の
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

を
表
す「
路
線
価
」を
付
設
し
、
こ
の
路

線
価
に
よ
り
宅
地
等
を
評
価
す
る
方
法

対
象
地
区　

秩
父
地
区
（
一
部
地
域
を

除
く
）・
荒
川
地
区

そ
の
他
の
宅
地
評
価
法

　

状
況
類
似
地
区
（
※
後
述
）
ご
と
に
選

定
さ
れ
た
標
準
宅
地
の
価
格
か
ら
、
同
地

区
内
の
宅
地
の
価
格
を
決
定
す
る
方
法

対
象
地
区　

秩
父
地
区
の
一
部
地
域
・

吉
田
地
区
・
大
滝
地
区

②
画か

く

ち地
計
算
の
導
入

　

す
で
に
秩
父
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
た
画
地
計
算
を
吉
田
・
大
滝
・
荒

川
地
区
に
新
た
に
導
入
し
、
各
地
区
内

の
宅
地
等
の
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

宅
地
を
形
成
す
る
原
則
一
筆
の
土
地
、

ま
た
利
用
状
況
に
よ
り
二
筆
以
上
の
土

地
を
合
わ
せ
た
土
地
等
の
こ
と
を
「
画

地
」
と
い
い
、
そ
の
画
地
の
「
間
口
」

「
奥
行
」「
形
状
」
な
ど
の
状
況
を
宅
地

の
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
「
画
地

計
算
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
評
価
基
準

に
基
づ
き
各
宅
地
等
に
画
地
計
算
結
果

に
よ
る
補
正
を
乗
じ
る
方
法
を
全
地
区

に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
各
種
補

正
の
基
準
を
統
一
し
ま
し
た
。

③
用
途
地
区
、
状
況
類
似
地

区
区
分
の
見
直
し

　

用
途
地
区
お
よ
び
状
況
類
似
地
区
と

は
、
宅
地
の
用
途
、
街
路
の
状
況
お
よ

び
地
形
や
道
路
、
家
屋
の
状
況
等
に
よ

り
、
お
お
む
ね
そ
の
状
況
が
似
て
い
る

地
区
ご
と
に
区
分
さ
れ
た
地
区
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
こ
の
区
分
の
見

直
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
見
直
し
が

行
わ
れ
た
地
区
で
は
、
標
準
宅
地
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
価

格
水
準
が
変
動
し
、
税
額
に
も
変
更
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

課
税
課
（
資
産
税
担
当
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

お
よ
び
納
付
書
は
、
例
年
ど
お
り
５
月

上
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
課
税
課
（
資
産
税
担
当
）

　

☎
22

－

２
２
０
９

　

３
月
16
日
、
秩
父
市
優
秀
産
業
技
術

者
・
技
能
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
矢
尾

本
店
「
秩
父
錦
酒
づ
く
り
の
森
」
の
杜

氏
と
し
て
長
い
こ
と
活
躍
さ
れ
て
い
る

鷹
木
祐
助
さ
ん
に
対
し
、
酒
処
秩
父
市

を
全
国
に
発
信
す
る
原
動
力
と
な
っ
た

功
績
を
高
く
評
価
し
、
表
彰
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
市
内
の
事
業
所
に
お
い

て
一
つ
の
職
に
10
年
以
上
従
事
す
る
と

と
も
に
、
卓
越
し
た
技
術
や
技
能
を
有

し
、
他
の
模
範
と
な
る
方
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

表彰された鷹木さん

優
秀
産
業
技
術
者
・
技
能
者
を
表
彰

＜家屋の評価替え＞
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平成２１年度市税等納期のお知らせ
期限内納付にご協力ください ※見やすい所に貼ってご利用ください。

税目等・納期限（口座振替日）

平成21年 平成22年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市・ 県 民 税
１期 ２期 ３期 ４期

６月30日㈫ ８月31日㈪ 11月２日㈪ ２月１日㈪

固 定 資 産 税
１期 ２期 ３期 ４期

６月１日㈪ ７月31日㈮ 12月25日㈮ ３月１日㈪

軽 自 動 車 税
１期

６月１日㈪

国民健康保険税
１期

７月31日㈮

２期

８月31日㈪

３期

９月30日㈬

４期

11月２日㈪

５期

11月30日㈪

６期

12月25日㈮

７期

２月１日㈪

８期

３月１日㈪
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）

市・ 県 民 税
該当となった税目等についてのみ、
４月・６月・８月・10月・12月・２月の公的年金からの特別徴収による納付となります。

※市・県民税は、公的年金にかかる税額の半分が１期・２期で普通徴収による納付となり、
　残り半分について10月・12月・２月の公的年金からの特別徴収による納付となります。

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介 護 保 険 料

休日納税窓口（本庁のみ）
（毎月最終日曜日） ４月26日 ５月31日 ６月28日 ７月26日 ８月30日 ９月27日 10月25日 11月29日 12月27日 １月31日 ２月28日 ３月28日

◎夜間納税窓口（本庁のみ午後５時15分～７時15分）を毎月第２・第４木曜日（休日の場合は
前日）に開設していますので、ご利用ください。
◎口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えますので、預貯金の残高をご確認ください。
◎納め忘れのない口座振替のご利用をおすすめします。
◎納付方法については、納税通知書・決定通知書等でご確認ください。

問い合わせ
市税等の納付に関すること
市税等の課税に関すること
後期高齢者医療保険に関すること
介護保険に関すること

収納課　　　　☎２２－２２１０
課税課　　　　☎２２－２２０９
保険年金課　　☎２５－５２０１
高齢者介護課　☎２５－５２０５
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秩
父
の
森
林
に
つ
い
て
、
新
し
い
林

業
作
業
や
森
林
資
源
の
活
用
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
秩
父
の
森
林
資
源
の
活
か

し
方
と
し
て
、
秩
父
は
埼
玉
県
の
豊
か

な
森
林
地
域
な
の
で
、
地
域
特
性
を
踏

ま
え
て
展
開
す
べ
き
で
す
。
山
か
ら
効

率
的
に
資
源
を
出
す
た
め
に
は
、
機
械
、

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
上
手
に
使
い
、
林
業
事

業
体
と
連
携
し
て
、
薪
・
チ
ッ
プ
な
ど

の
熱
利
用
や
発
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
、
秩
父
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
こ
の
活
動
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
す
。

　

国
内
初
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
ガ
ス

化
・
コ
ジ
ェ
ネ
（
熱
電
併
給
）
の
「
ち

ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所
」
は
、

運
転
も
５
千
時
間
を
超
え
、
最
先
端
で

実
証
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
調
達

な
ど
で
森
林
整
備
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
保
全
や
環
境
学
習
、
Ｂ

Ｄ
Ｆ
製
造
、
排
水
処
理
実
験
の
成
果
、

今
後
の
事
業
展
開
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。
な
お
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
ガ
ス

化
技
術
な
ど
は
、
株
式
会
社
月
島
機
械

か
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
山
田
に
在
住
の
方
に
、
国
の
委

託
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施

し
て
き
た
オ
ガ
屑
を
利
用
し
た
大
便
・

小
便
を
分
解
処
理
す
る
ト
イ
レ
と
、
鹿

沼
土
を
使
っ
て
生
活
排
水
を
浄
化
す
る

傾
斜
土
槽
法
の
実
験
は
、
世
界
の
人
の

健
康
と
水
を
守
る
た
め
に
、
こ
こ
秩
父

で
実
験
し
ま
し
た
。

　

秩
父
で
目
指
し
た
汚
れ
の
異
な
る
排

水
を
「
混
ぜ
な
い
」、「
集
め
な
い
」
分

散
型
の
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
性
か

ら
も
発
展
途
上
国
の
衛
生
状
態
の
改
善

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
洗
浄
水

は
１
回
３
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
だ
け
で
、

ト
イ
レ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
は
野
菜
作
り
に

効
果
的
で
す
。
秩
父
の
水
を
守
る
た
め

に
、
新
し
い
ト
イ
レ
、
水
処
理
の
仕
組

み
と
し
て
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
、
市
内
、
県
内

外
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
、
秩
父
市
が
行
っ
て
い
る
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
へ
の
期
待
の
高
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
環
境
時
代
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
へ

の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
理
解
で
き

た
」
な
ど
の
意
見
や
感
想
、
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
へ
の
期
待
の
声
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

温
暖
化
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
に
、

化
石
燃
料
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
森

林
と
海
が
吸
収
で
き
る
量
以
下
に
減
ら

す
こ
と
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
続
的
に
利
用
可
能

に
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

秩
父
市
に
は
森
林
が
多
く
、
森
林
を

守
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
日
本
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
低
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

湯原哲夫氏による基調講演

　

２
月
23
日
、
吉
田
元
気
村
で
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
へ
の

理
解
を
深
め
、
そ
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
秩
父
市
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

事
例
を
通
じ
て
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
持
続
可
能
な

社
会
構
築
の
た
め
の
方
策
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

20

「
森
と
水
の
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ

バ
イ
オ
マ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
ち
ち
ぶ
２
０
０
９
」
結
果
報
告

基
調
講
演
「
地
球
温
暖
化
と
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
」

湯
原
哲
夫 

氏
（
地
球
温
暖
化
問
題

に
関
す
る
懇
談
会　

中
期
目
標
検
討

委
員
会
委
員
、東
京
大
学
特
任
教
授
）

活
動
報
告
１
「
地
域
の
個
性
を
活
用

し
た
多
様
な
森
林
資
源
の
高
度
利
用
」

仁
多
見
俊
夫 

氏

（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）

活
動
報
告
２
「
秩
父
市
の
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
」

秩
父
市
・
株
式
会
社
月
島
機
械

活
動
報
告
３
「
バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ

レ
・
傾
斜
土
槽
法
の
秩
父
に
お
け
る

実
験
」

船
水
尚
行 

氏

（
北
海
道
大
学
教
授
）

フォーラムに展示したバイオマストイレ

バイオマス発電の炭を販売中！
５ℓ入100円、90ℓ入500円、800ℓ入1,600円（袋返却）ほか



　

森
林
の
再
生
の
た
め
の
森
林
利
用
技

術
、
ト
イ
レ
の
な
い
世
界
の
人
に
ト
イ

レ
を
普
及
し
た
い
思
い
か
ら
始
ま
っ
た

オ
ガ
屑
ト
イ
レ
の
活
用
、
県
内
各
地
か

ら
関
心
を
集
め
て
い
る
杉
チ
ッ
プ
や
炭

を
使
っ
た
排
水
処
理
実
験
、
温
暖
化
対

策
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
今
後
、
上
手
に
バ
イ
オ
マ
ス

を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

①
秩
父
市
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
実

際
に
あ
る
こ
と
が
強
み
で
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
す

る
た
め
、
地
域
へ
の
熱
供
給
や
市
民

参
加
型
に
展
開
で
き
る
と
よ
い

②
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
使
う
と
水
を
汚
さ

な
い
し
、
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
肥

料
分
も
利
用
で
き
、
小
さ
な
資
源
循

環
の
輪
が
つ
く
れ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
湯
原
教

授
か
ら
は
、「
秩
父
の
ブ
ナ
原
生
林
は
、

白
神
山
地
に
勝
る
と
も
お
と
ら
な
い
、

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

最
後
に
栗
原
市
長
か
ら
、「
皆
さ
ん

か
ら
参
考
に
な
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
秩
父
が

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
輝
い
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
の

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

大
き
な
拍
手
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

市
の
事
業
の
ほ
か
、
国
、
県
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
か
ら
温
暖
化
防
止
、
森
や
水
を
守

る
活
動
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
取
り

組
み
の
パ
ネ
ル
が
50
点
以
上
展
示
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

オ
プ
シ
ョ
ン
見
学
会
・
体
験
学
習

　

希
望
者
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
ほ
か

元
気
村
内
の
環
境
学
習
施
設
・
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
の
暖
房
用
に
実
験
中
の
チ
ッ
プ

焚
き
ボ
イ
ラ
ー
の
見
学
会
、
ド
ラ
ム
缶

炭
焼
き
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
な
ぜ
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

が
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
み
、
循

環
型
社
会
と
低
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

い
る
の
か
、
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
問

題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
へ
の
対
応

の
必
要
性
が
大
き
く
認
識
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
秩
父
市
の
最
大
の
特
徴

は
、
森
林
資
源
と
水
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
で
、
こ
の
環
境
資
源
を
有
効

に
利
活
用
で
き
る
地
域
で
あ
る
こ
と
で

す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
こ

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
引
き
継
ぎ
、
環

境
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
と

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
今
か
ら
一
歩
一
歩
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課

　

☎
22

－

２
３
７
８

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村の足湯利用料金は中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！21

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
森
と
水
の
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

湯
原
氏

○
パ
ネ
ラ
ー　

仁
多
見
氏
、
船
水
氏

○
秩
父
市
内
か
ら　

石
川
友
一
氏

（
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会
）、
山
中

敬
久
氏
（
林
業
家
）、
新
井
重
一
郎

氏
（
市
議
会
議
員
・
元
東
京
理
科
大

学
教
授
）

パネルディスカッション風景

パ
ネ
ル
展
示
等

地球温暖化問題のパネル展示

ドラム缶炭焼き体験教室の様子

参加者からの主な意見・感想

▲

秩父市のバイオマス関連の動きを
概覧でき、取り組みと方向が良く
わかり、事業の重要性が理解でき
ました。▲

未来のために研究している人たち
に感謝します。▲

今ある環境を次世代に引き継ぐた
めに、秩父市が先進的な持続可能
な社会を作らなければならないと
感じました。▲

循環型社会の実現に向け、市民と
してできることには参加したいと
思います。▲

森や水を子どもたちに、未来のた
めにつなげ、大切に愛する心を持
ち続けていきたいです。▲

バイオマスの必要性がよくわかり、
化石燃料から代替エネルギーへの
移行が急がれていると強く思いま
した。▲

林業は複合事業。時間がかかり、
初期コストもかかるが、今から取
り組まないと健全な林業再生は難
しい。化石燃料は長期的に必ず値
が上がる。バイオマスエネルギー
は今から手を打っておくことが大
切！▲

より多くの人が参加できるとよい。
バイオマス利用を先導する秩父で、
より発展させていくため、定期的
にこの機会を設けてほしい。▲

秩父で持続可能なエネルギー循環
ができるようになり、都会から人
が移ってくるようになることを切
に願っています。
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ま
ち
お
こ
し
お
助
け
資
金
制
度

（
地
域
振
興
事
業
補
助
制
度
）

応

募

資

格

　

市
で
は
、
今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
お
こ
し
へ
の
思
い
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、「
地
域
振
興
事
業
補
助
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
・
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○地域振興事業の具体例
消滅しつつある祭りや
郷土芸能等の継承 道普請、除雪お助け事業

人材不足などにより、祭りの運営
や、祭りで行われる神楽、獅子舞な
ど郷土芸能が上演できないなどの場
合に、お助けグループとして運営、
郷土芸能の実演を行う。
⇒郷土芸能の講習経費や祭りの運営
にともなう資材等に補助

高齢等の人材不足により、生活道
路の補修や降雪による除雪などがで
きない場合、お助けグループの事業
として生活道路の簡易補修や除雪を
実施する。
⇒道路補修に関する資材購入、機材
のレンタル代、除雪用具の購入等に
補助

※市報ちちぶ２月号、３月号に、平成20年度の事業概要が掲載してあります。

①
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
民
間
団
体
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
市
民
活
動
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会
等
）

で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
が

あ
る
こ
と

③
一
定
の
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
は
そ
の
事
業
を
完
遂
で
き
る
見
込

み
が
あ
る
こ
と

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
な
い
団
体

は
、
さ
ら
に
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ア
代
表
者
が
明
ら
か
で
、
か
つ
、
監
査

役
が
存
在
し
、
団
体
内
部
の
会
計
監

査
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

イ
構
成
す
る
会
員
が
、
役
員
以
外
に
複

数
名
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と

ウ
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
た
る
目

的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と

エ
特
定
の
公
職
者
（
候
補
者
を
含
む
）、

ま
た
は
政
党
を
推
薦
、
支
持
、
反
対

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
な

い
こ
と

オ
暴
力
団
で
な
い
こ
と
、
暴
力
団
も
し

く
は
暴
力
団
員
の
統
制
下
に
あ
る
団

体
で
な
い
こ
と

※
申
請
は
、
原
則
一
団
体
に
つ
き
一
事

業
と
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
、
そ
の
事
業
の
助
成
対

象
と
な
る
経
費
と
し
、
秩
父
市
予
算
の

範
囲
内
と
し
ま
す
（
１
，
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）。
支
援
内
容
は
、
一
事

業
あ
た
り
総
事
業
費
の
４
分
の
３
以
内

で
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。
平
成
21

年
度
は
、
全
体
で
１
，
５
９
０
万
円
の

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
22
年
３
月
14
日
ま
で
に
事
業
が

終
了
し
な
い
場
合
や
、
補
助
金
が
助

成
対
象
経
費
以
外
に
使
わ
れ
た
場
合

は
、
補
助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

助
成
の
内
容

　

地
域
振
興
事
業
審
査
会
に
お
い
て
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
助
成
す
る

事
業
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
５
月
11
日
㈪
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
ふ
る
さ
と

創
造
課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
は
先
着
順
に
受
け
付
け

し
、
申
請
金
額
が
助
成
予
定
額
と
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
期
限
前
の
受

け
付
け
終
了
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
同
一
事
業
で
の
２
年
目
の
申
請
は
、

前
年
度
以
上
の
成
果
が
見
込
め
な
い

場
合
、
認
可
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

審
査
・
選
考

対象となる事業
①まちおこし底力再生事業
　地域コミュニティの基礎的単位である自治会やＮＰＯ、各種団
体等が自主的、主体的に取り組む子育て支援、元気な高齢者づく
り、防犯防災、青少年の健全育成、環境保全活動、郷土芸能の保
全など、地域で取り組む個別具体の事業

②市民参加・都市住民との交流促進サービス提供事業
　ＮＰＯ法人等が、市民参加や都市住民との交流を行うための
サービスの提供を行う事業。各種体験や交流事業など

③その他
　秩父市の地域振興に寄与すると認められる事業

ご
活
用
く
だ
さ
い
！



�

～
安
全
で
住
み
た
く
な
る
「
快
適
な
ま
ち
」
～

特
記
事
項　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
建
物
を
現
行
の
耐
震
基

準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
工
事
ま
た
は

ソ
ー
ラ
ー
（
太
陽
光
）
発
電
の
設
置
工

事
の
場
合
は
、
次
に
記
載
す
る
対
象
者

の
③
お
よ
び
対
象
工
事
の
①
中
「
過
去

に
助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
実
施
し
て
い
な
い
住
宅
」
の
事
項
に

か
か
わ
ら
ず
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
助
成
を
受
け
て

い
て
も
、
い
ず
れ
か
１
回
に
限
り
助
成

が
可
能
で
す
。
な
お
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電

の
設
置
工
事
は
、
新
築
住
宅
へ
の
設
置

も
対
象
工
事
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
市
民
で
あ
り
、
市
税
の
未
納
が
な
い

こ
と

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実
施
し

て
い
る
他
の
助
成
・
補
助
等
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

③
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

対
象
工
事

①
対
象
者
の
居
住
用
で
あ
り
、
過
去

に
助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
資
金
を
助
成
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
己
居
住
用
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

（
改
修
）
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

工
事
を
実
施
し
て
い
な
い
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
に
登
録
し

て
い
る
施
工
業
者
に
依
頼
し
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

（
例
）
ソ
ー
ラ
ー
発
電
・
耐
震
補
強
・

台
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・

天
井
・
ふ
す
ま
・
屋
根
・
外
壁
・
塀
・

物
置
・
車
庫
・
火
災
警
報
器
等

※
こ
の
他
の
対
象
工
事
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
着
工
前
で
あ
る
こ
と

助
成
金
の
額
・
定
員

①
５
万
円
（
工
事
費
20
万
円
以
上
50
万

円
未
満
）・
50
件

②
10
万
円
（
工
事
費
50
万
円
以
上
）・

１
２
５
件

※
工
事
費
（
消
費
税
を
除
い
た
金
額
）

は
、申
請
時
に
見
積
書
の
写
し
、完
了

時
に
領
収
書
の
写
し
で
確
認
し
ま
す
。

（
完
了
時
に
増
額
が
あ
っ
て
も
、
助

成
金
の
額
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
完
了
時
に
下
限
を
下
回
っ
て
い

る
場
合
は
、
助
成
金
を
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

申
請
希
望
者
受
付
期
間

５
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

市
民
生
活
課
、
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
定
員
は
先
着
順
で
は
な
い
の
で
、

並
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
希
望
者
受
付
を
さ
れ
た
方
に

は
、「
受
付
済
証
」
を
交
付
し
ま

す
。（
受
付
は
本
人
ま
た
は
ご
家

族
の
方
に
限
り
ま
す
。
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

※
申
請
希
望
者
受
付
期
間
終
了
時
に

お
い
て
、
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定

員
以
内
で
あ
れ
ば
、
受
付
済
証
を

お
持
ち
の
方
全
員
に
申
請
書
類
を

郵
送
し
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
希
望
（
お
よ
び
申
請
）
は
、

５
万
円
・
10
万
円
（
助
成
金
の
額
）

の
ど
ち
ら
か
１
回
限
り
で
す
。

※
必
ず
工
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
着
工
後
の
申
請
希
望
（
お

よ
び
申
請
）
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

平成21年２月契約分　公共工事の発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

問工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額

(税込／円）
契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

２日 ３月24日 上小川橋配水管添架工事 大野原・上黒谷地内 5,512,500 5,355,000 97.14 ㈱ピーエス三菱
水道部
工務課

25－5222

12日 ３月24日 移動通信用鉄塔施設整備工事（藤
芝頼母沢地区）

吉田久長地内（藤
芝頼母沢地区） 9,870,000 9,849,000 99.79 ㈱協和エクシオ

総務部
情報政策課
22－2204

16日 ３月24日 幹線77号線配水管布設替工事 大野原地内 5,880,000 5,859,000 99.64 有隣興業㈱
水道部
工務課

25－5222

23日 ３月31日 大野原１号汚水枝幹線築造工事A
工区付帯工事 大野原743 5,344,500 5,145,000 96.27 秩父土建㈱

地域整備部
下水道課
25－5218

自動車の後部座席についても、必ずシートベルトを着用しましょう！
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「
給
付
金
特
別
セ
ー
ル
」
実
施
中

期　

間　

５
月
６
日
（
水
・
休
）
ま
で

★
定
額
給
付
金
と
商
品
券
に
あ
わ
せ
て
秩

父
市
商
店
連
盟
連
合
会
で
は
セ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

※
５
％
プ
レ
ミ

　

ア
ム
付
き
商

　

品
券
＋
商
品

　

５
％
の
併
せ

　

て
10
％
の
還

　

元
※
参
加
店
ポ
ス

　

タ
ー
が
目
印

　

で
す
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
３
８
回

４
月
18
日
（
土
）
夜
７
時
～

《
あ
そ
び
に
お
い
で
よ 

み
や
の
か
わ
》

★
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
や
っ
て
く
る

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
ピ
ッ
タ
リ
38
（
サ
ン
バ
）

★
芝
桜
人
出
予
想
ク
イ
ズ
！

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

★
福
引
大
会
…
参
加
方
法
【
ナ
イ
ト
開
催

時
に
福
引
き
会
場
へ
秩
父
市
報
の
こ
の

ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ト

バ
ザ
ー
ル
の
福
引
き
に
一
回
（
お
一
人

様
一
枚
ま
で
）
参
加
で
き
ま
す
。】
市

報
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
景
品
は
な

く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。

★
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
芝
桜
セ
ー
ル
は

４
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
ま
で

済

「
び
っ
く
り
市
」
を
開
催

と　

き　

４
月
25
日
㈯

会　

場　

秩
父
神
社
境
内

★
商
店
街
で
商
品
を
持
ち
寄
り
、
び
っ
く

り
価
格
で
ご
提
供
致
し
ま
す
。

芝
桜
写
真

「
ウ
ィ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
開
催

と　

き　

５
月
６
日
（
水
・
休
）
ま
で

★
番
場
商
店
街
で
は
芝
桜
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
を
商
店
街
で
展
示
し
ま
す
。

「
東
町
商
店
街
芝
桜
ま
つ
り
」
開
催

と　

き　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
～

　
　
　
　

５
月
５
日
（
火
・
祝
）

★
東
町
公
会
堂
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
」

と　

き　

４
月
18
㈯
～
５
月
６
日
（
水
・

休
）
の
土
・
日
・
祝
日
10
日
間

抽
選
会
場　

妙
見
の
森

★
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
か
所
を

回
っ
て
抽
選
会
に
参
加
し
よ
う
！

　ミューズパークスポーツの森に新たに整備
した、「森のキャンパスアドベンチャーコース」
の利用料金をお知らせします。

コース利用の様子

　

施
設
の
概
要
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
３
月

号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
学
校

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
会
社
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
仲
間
な
ど
、
10
～
15
人
ぐ
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
す
る
施
設
で
す
。

　

参
加
者
は
、
協
力
し
合
い
な
が
ら

コ
ー
ス
内
に
設
定
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、

信
頼
関
係
を
築
い
た
り
、
深
め
た
り
し

な
が
ら
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
築
い
た
信
頼

関
係
を
支
え
に
し
て
、
自
分
の
世
界
か

ら
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
経
験
で
き

る
教
育
・
研
修
施
設
で
す
。

　

学
校
教
育
や
青
少
年
団
体
の
団
結
の

た
め
、
ま
た
企
業
研
修
の
一
環
と
し
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
先　

株
式
会
社
秩
父
開
発
機
構

☎
23

－

１
０
０
２

23

－

１
０
５
０

※
利
用
２
週
間
前
ま
で
の
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
方
法
等
、
詳
細
は
３
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

料
金
表
の
と
お
り

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

区　　　　　分 秩父圏域外 秩父圏域※１

大人①
（大人のみのグループ） 3,000円 2,000円

大人②
（家族等18歳以下を含むグループ） 1,000円 500円

子ども（18歳以下） 300円 200円
学校からの利用申込み※２ 200円 100円
※１：秩父圏域とは、秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町

のことをいいます。
※２：学校からの利用申込みの対象は、小中学校、高等学校の児童・

生徒です。
※身体障害者手帳をお持ちの方は、半額となります。
※金額は、１回あたりの料金です。

森のキャンパス アドベンチャーコース使用料金
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「根菜大好きです!」

（荒川上田野）

小河　絵
え こ

子 ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「海 デビュー!!」

（下吉田）

黒沢　優
ゆうしん

心 くん
「もうすぐ２歳になります!」

（大野原）

藤井　那
な な

奈 ちゃん
「みんな、ぼくに

メロメロさっ!!」

（近戸町）

吉川　晃
こうへい

平 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（４月末締切り分→６月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）俳
句
は
短
詩
形
な
の
で
、
言
葉
選
び
と
季
語
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
言
語
表
現
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
、

季
語
の
は
た
ら
き
を
生
か
す
事
で
す
。
し
た
が
っ
て
季
語
の
本
意
本
情
を
把
握
す
る
事
が
大
切
で
す
。
ま
た
説
明
に
了
わ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
自
分
が
感
動
す
る
も●

●の
を
発
見
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
照
子
さ
ん
の
達
磨
大
師
へ
の
想
い
、
千
代

子
さ
ん
の
対
人
へ
の
思
い
入
れ
、
大
仙
さ
ん
の
心
奥
へ
の
ひ
び
き
、
真
弓
さ
ん
の
自
然
を
見
つ
め
る
祈
り
の
心
の
さ
さ
え
、
等
々

ど
の
作
品
に
も
そ
う
し
た
心
が
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。
何
回
も
読
ん
で
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

座

襌

草

達

磨

大

師

の

在

し

け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

宮
下　

照
子

八
十
路
と
は
思
へ
ぬ
声
や
豆
を
撒
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

手
術
終
え
安
堵
の
豆
を
撒
く
深
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

寒

明

や

雲く

も

と

り

取

山

雲

を

離

し

た

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

犬
に
道
ゆ
ず
ら
れ
通
る
花
菜
み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

大
嶌　

映
子

自

ら

の

声

呑

み

こ

み

ぬ

寒

鴉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

春

寒

や

言

葉

少

な

に

一

人

旅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

春
暁
や
飯
の
煮
え
た
る
匂
ひ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

藤
田　

正
巳

佛
壇
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
供
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
坂
町　

平
井　

武
子

梅
の
香
や
正
す
卒
寿
の
筆
づ
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

峰
岸　

理
江

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
中
島
さ
ん
、
浅
間
山
の
噴
火
を
い
ち
早
く
短
歌
に
し
ま
し
た
。
遥
か
千
葉
県
ま
で
も
灰
が
降
っ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
に
あ
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
自
然
の
威
力
で
す
。
関
さ
ん
、
失
業
し
た
若
い
人
の
姿
と
恵
方
巻
を
結
び
つ
け
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
作
者
の

優
し
い
目
が
あ
り
ま
す
。
畠
山
さ
ん
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
で
の
攻
撃
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
遠
い
国
の
こ
と
と
無

視
で
き
な
い
思
い
で
す
。
髙
野
さ
ん
、
女
性
も
豆
を
蒔
く
ん
で
す
ね
。
下
句
「
人
垣
大
き
く
う
ね
る
」
が
き
い
て
い
ま
す
。
町

田
さ
ん
、
園
児
と
の
交
流
に
元
気
を
も
ら
う
作
者
。
可
愛
ら
し
い
よ
う
す
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。

一
面
に
浅
間
の
山
の
火
山
灰
自
然
の
威
力
思
い
知
る
朝 

上
吉
田　

中
島
美
智
子

不
況
下
に
失
業
せ
し
と
う
若
者
の
幼
を
抱
い
て
恵
方
巻
食
ぶ 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

憎
し
み
が
憎
し
み
を
呼
び
際
限
も
な
く
殺
し
合
う
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
で 

下
影
森　

畠
山　

時
子

裃
の
凛
凛
し
き
女ひ

と

の
蒔
く
豆
を
と
ら
ん
と
人
垣
大
き
く
う
ね
る 

相
生
町　

髙
野
セ
ツ
子

目
の
合
え
ば
必
ず
挨
拶
す
る
園
児
赤
い
ほ
っ
ぺ
に
元
気
を
も
ら
う 

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

腰
痛
の
辛
さ
う
す
ら
ぐ
枕
辺
に
嫁
持
ち
く
れ
し
お
茶
の
温
も
り 

太　

田　

永
田　
　

友

古
希
迎
う
夫
の
健
康
願
い
つ
つ
祝
の
膳
に
家
族
の
集
う 

上　

町　

島
崎　

敏
子

日
溜
り
に
ひ
よ
鳥
の
く
る
目
白
く
る
蜜
柑
啄
む
を
孫
と
眺
め
る 

日
野
田
町　

富
田
か
よ
子

セ
ー
タ
ー
に
ポ
ケ
ッ
ト
付
け
て
と
依
頼
す
れ
ば
母
九
十
二
歳
手
編
で
作
る 

阿
保
町　

吉
田　

泰
子

こ
れ
な
に
と
曾ひ

こ
ま
ご孫
の
聞
く
蓑
虫
の
寒
さ
に
耐
え
て
生
き
い
る
姿 

山　

田　

橋
本
キ
ミ
子

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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◇
４
月
10
日
〜
５
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 金 17 日 　　　　　　大
２ 土 　　　　　　大 18 月 秩　荒　吉　　
３ 日 　　　　吉　大 19 火
４ 月 　　荒　吉　大 20 水
５ 火 　　　　吉　大 21 木
６ 水 　　　　吉　大 22 金
７ 木 秩 23 土 　　　　　　大
８ 金 24 日 　　　　　　大
９ 土 　　　　　　大 25 月 秩　荒　吉　　
10 日 　　　　　　大 26 火
11 月 秩　荒　吉　　 27 水
12 火 28 木
13 水 29 金 秩
14 木 30 土 　　　　　　大
15 金 31 日 　　　　　　大
16 土 　　　　　　大

５月
◇
４
月
10
日
〜
５
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 金 21 火
11 土 　　　　　　大 22 水
12 日 　　　　　　大 23 木
13 月 秩　荒　吉　　 24 金
14 火 25 土 　　　　　　大
15 水 26 日 　　　　　　大
16 木 27 月 秩　荒　吉　　
17 金 28 火
18 土 　　　　　　大 29 水 　　　　吉　大
19 日 　　　　　　大 30 木 秩
20 月 秩　荒　吉　　

４月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

図
書
館
駐
車
場
に
つ
い
て
ご
案
内

　

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
第
２
駐
車

場
（
横
田
セ
メ
ン
ト
店
様
東
側
の
大
通

り
を
は
さ
む
12
台
分
）
は
、
４
月
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

他
の
予
約
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
続
け
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
期
限
内
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
Ｖ

Ｈ
Ｓ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は

巻
き
戻
し
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

本
や
雑
誌
へ
の
書
き
込
み
や
切
り
抜
き

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貸
出
処
理
を

し
な
い
本
の
持
ち
出
し
は
犯
罪
で
す
！

　

記
録
面
の
わ
ず
か
な
キ
ズ
や
汚
れ
で

も
再
生
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
慎

重
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ

ん
が
鑑
賞
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
方

が
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

　

カ
セ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
等
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
開
館
時
に
直
接
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
等
が
変
わ
っ
た
時
は
、

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

４
月
28
日
㈫
、
５
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

４
月
25
日
㈯
、
５
月
９
日
㈯
、

23
日
㈯　

午
後
３
時
〜
（
約
40
分
）

内　

容　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年

児
童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し

し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
５
０
回
記
念
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
モ　

ロ　

ッ　

コ
』

（
１
９
３
１
年
、
ア
メ
リ
カ
、
95
分
）

監　

督　

ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ス
タ

ン
バ
ー
グ

出　

演　

名
優
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー

美
貌
マ
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ

内　

容　

ア
フ
リ
カ
北
西
部
の
モ
ロ
ッ

コ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
人
部
隊
の
兵

士
ト
ム
（
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
）
は
、

酒
場
の
歌
手
ア
ミ
ー
（
マ
レ
ー
ネ
・
デ

ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
）
と
出
会
い
、
互
い
に

引
か
れ
合
う
。
ト
ム
は
副
官
の
妻
に
手

を
出
し
戦
線
に
送
ら
れ
る
。
ア
ミ
ー
は
、

砂
漠
の
彼
方
に
去
っ
た
ト
ム
を
…
。

◎
話
題
の
名
場
面
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

名
画
！

◎
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
第
１
位
入
賞
！

◎
４
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
開
映

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階

※
映
画
解
説
あ
り
。
入
場
無
料
で
す
。

　

今
月
を
も
ち
ま
し
て
、
名
作
映
画
鑑

賞
会
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
映
画
会
に
つ
い
て
は
、

８
月
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

４
月
14
日
㈫
、
５
月
12
日
㈫

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

４
月
25
日
㈯
、
５
月
23
日
㈯

午
後
２
時
30
分
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

催
し
物
の
ご
案
内

読
ん
だ
ら
返
却
期
限
内
に
返
却
を
！

書
き
込
み
・
切
り
抜
き
・

持
ち
出
し
は
お
や
め
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
利
用
に
つ
い
て

転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）
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※今月号は「地域包括支援センターだより」をお休みしました。

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

５月７日㈭・21日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士

５月12日㈫　10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
４月20日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４
水曜

13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員４月15日㈬ 吉田総合支所
（振興会館）

５月20日㈬ 大滝総合支所

行 政

４月20日㈪
５月18日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
５月11日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
４月27日㈪
５月25日㈪ 大滝総合支所

５月11日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活相談員

行 政 手 続 ５月12日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ４月15日㈬・５月20日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ５月11日㈪　10時～15時 税理士

土 地 建 物 ４月21日㈫・５月19日㈫
10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ４月23日㈭・５月28日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月28日㈫・５月26日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年 金 ５月８日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200
※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時 フレンドリー☎22－778522－7055

（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時 ひまわり教室
やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時
ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428職 業

ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

中小企業者向
けよろず金融

５/13㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
総合福祉施設羊山センター
５/９㈯　13時～16時
※要予約（先着８人） 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と 福祉女性会館

５/14㈭　13時～16時

※「労働相談」については29ページをご覧ください。

平
成
21
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

保
険
料
の
納
め
方
な
ど
の
詳
細
は
、

普
通
徴
収
の
方（
納
付
書
で
納
め
る
方
）

は
７
月
に
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
る
方
）
は
９
月
に
お
送
り
す

る
通
知
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
改
修
を
行
う
方
へ

　

新
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
、
サ
ー

ビ
ス
確
保
の
方
法
な
ど
が
決
定
し
、
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
65
歳
以
上
の
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
給
付
対
象
と
な
る
、

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の
住

宅
改
修
を
行
う
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
改
修
費
に
つ
い
て
は
、

工
事
費
用
の
全
額
を
施
工
事
業

者
に
支
払
っ
た
後
、
対
象
と
な

る
工
事
（
上
限
20
万
円
）
の
９

割
分
を
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

支
給
を
受
け
る
「
償
還
払
い
」

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る

施
工
事
業
者
に
限
り
、
１
割
分

だ
け
を
施
工
事
業
者
に
、
９
割

分
は
市
が
直
接
施
工
事
業
者
に

支
払
う
「
受
領
委
任
払
い
」
の

利
用
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
給
付
対
象

と
な
る
住
宅
改
修
に
は
、
定
め

ら
れ
た
種
類
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
介

護
支
援
専
門
員
）
ま
た
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

平成21年度～23年度までの介護保険料
段　階 対　　　　象　　　　者 保険料率 保険料額（年額）

第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が
住民税非課税 基準額×0.40 19,770円

第２段階 本人および世帯全員が住民税非課税であり、本人の合計
所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方 基準額×0.40 19,770円

第３段階 本人および世帯全員が住民税非課税であり、第２段階以
外の方 基準額×0.70 34,600円

第４段階

（特例）
世帯内に住民税課税者がおり、本人は住民税非課税で、
合計所得金額＋ 課税年金収入額が80万円以下の方

基準額×0.90 44,490円

世帯内に住民税課税者がおり、本人は住民税非課税の方
（第４段階特例以外の方） 基準額×1.00 49,440円

第５段階 本人が住民税課税で、年間合計所得金額が200万円未満
の方 基準額×1.25 61,800円

第６段階 本人が住民税課税で、年間合計所得金額が200万円以上
400万円未満の方 基準額×1.65 81,570円

第７段階 本人が住民税課税で、年間合計所得金額が400万円以上
の方 基準額×1.80 88,990円
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国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生
の

方
を
対
象
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
方
法

申
請
窓
口　

保
険
年
金
課
、
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

持
参
す
る
物　

学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書（
コ
ピ
ー
可
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑

引
き
続
き
制
度
を
受
け
る
場
合

　

前
年
度
に
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い

て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

在
学
す
る
方
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
申

請
書
（
は
が
き
形
式
）
が
送
ら
れ
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
埼
玉
社
会
保
険

事
務
局
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
れ
ば

申
請
手
続
き
が
可
能
で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
等
が
変
わ
っ
た
方
は
、

改
め
て
窓
口
に
て
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
１
年
以
上

の
就
学
過
程
に
限
る
）・
一
部
海
外
大
学

国
民
年
金
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
日
本
分
校
等
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

学
生
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
前

年
所
得
が
１
１
８
万
円
超
の
場
合
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
学
生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、
限

度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

　

特
例
の
対
象
期
間
中
は
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
追
納
が
で
き
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
金
額
は
、
２
年
度
以
降
、

経
過
年
数
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
請
は
年
度
ご
と
に
お
早
め
に

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
の
審
査
結
果
は
通
知
に
て

　

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
結
果
を
通
知

し
ま
す
が
、
時
期
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
書
が
行
き
違
い
で
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所
（
埼
玉
県
国

民
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
27

－

６
５
６
１

市
役
所
保
険
年
金
課 

国
民
年
金
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
３
５
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

　
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
10
年
。
一
人
ひ

と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
、
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
の
実
現
を
21
世
紀
の
重
要

課
題
と
し
て
、
国
で
は
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
男
女
共
同
参
画

基
本
法
」
の
５
つ
の
基
本
理
念
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん

じ
、
男
性
も
女
性
も
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
な
社
会

の
た
め
に

　

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
男
女
が
様
々
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
社
会
の
制
度
や
慣
行
の
在
り
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

方
針
の
決
定
に
参
画
で
き
る
機
会
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
対
等
な
家
族
の
構
成
員
と
し

て
、
互
い
に
協
力
し
、
家
族
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
仕
事
や
学
習
、

地
域
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
、
国
際
社
会
と
と
も
に
歩
む
こ
と
も

大
切
で
す
。
他
の
国
々
や
国
際
機
関
と

も
相
互
に
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
、「
あ
べ
に
ー
る
〜
未

来
〜
」
が
毎
月
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
引
き
続
き
皆
さ

ん
へ
ご
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

②
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

⑤
国
際
的
協
調

③
政
策
等
の
立
案
お
よ
び

決
定
へ
の
共
同
参
画

④
家
庭
生
活
に
お
け
る

活
動
と
他
の
活
動
の
両
立

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
に
係
る
振

替
日
は
、

所
得
税　

４
月
22
日
㈬

消
費
税　

４
月
27
日
㈪

と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
～
３
日
前
に
は
、

預
貯
金
残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
預
貯
金
残
高
不
足
等
で
引
落

し
が
で
き
な
い
と
、

所
得
税　

３
月
17
日
㈫

消
費
税　

４
月
１
日
㈬

か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
後
で
、
計
算
誤
り
な
ど
、
申
告
内

容
の
間
違
い
に
気
づ
い
た
場
合
、「
更

正
の
請
求
」も
し
く
は「
修
正
申
告
」を

し
て
、
正
し
い
金
額
に
修
正
で
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合

は
、
直
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
税
務
署

　

☎
22

－

４
４
３
３（
自
動
音
声
案
内
）

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋

　
（
有
料
指
定
ご
み
袋
）

を
支
給

３

振
替
納
税
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

１

と　

き　

４
月
26
日
㈰
、
５
月
10
日
㈰

受　

付　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階
工
業

振
興
課

内　

容　

解
雇
、
内
定
取
り
消
し
、
雇

用
保
険
、
住
宅
、
勤
労
者
融
資
な
ど

※
求
人
情
報
や
勤
労
者
向
け
融
資
情
報

の
提
供
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
関
係

機
関
の
紹
介
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８

県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－
１
１
１
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
☎
22

－

３
２
１
５

「
緊
急
・
雇
用
労
働

相
談
窓
口
」
を
開
設

２ご利用ください！　各機関の労働相談・メンタルヘルス相談
相　　　談　　　日 問い合わせ

月～土曜：午前９時～午後５時　電話相談
毎週水曜：午後１時30分～４時30分　
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談

（要予約）

労働相談センター
さいたま市浦和区高砂
３－15－１県庁第２庁舎１階
☎048－830－4522

月～金曜：午前８時30分～午後５時15分　面接相談
第３木曜：午後２時～４時　弁護士による面接相談

（いずれも要予約）

秩父地域振興センター
東町29－20
☎24－1110

毎月第３木曜日：午後１時30分～４時30分
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談

（要予約）

北部地域振興センター
熊谷市末広３－９－１
☎048－524－1110

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
お
子
さ
ん

②
児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支
給

対
象
の
方

③
秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支

給
対
象
の
方

支
給
方
法

・
①
の
場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
提

示
し
、
審
査
後
に
左
記
窓
口
で
支
給

し
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
紛
失
し

た
方
は
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
②
・
③
の
場
合
は
、
申
請
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
支
給
は
各
地

区
の
民
生
委
員
が
行
い
ま
す
。

支
給
窓
口　

市
民
課
、
こ
ど
も
課
、
吉

田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
、
各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

支
給
枚
数　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
か
月
あ
た
り
中
型
袋
５
枚
、
年
間
60

枚
以
内
と
し
ま
す
。

※
前
年
度
分
を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越

し
て
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

対　

象　
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

利
用
回
数　

年
３
回

利
用
内
容　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

治
療
を
受
け
た
場
合
に
、
施
術
料
金
が

２
，
０
０
０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

利
用
期
間　

５
月
１
日
㈮
～
平
成
22
年
３

月
15
日
㈪

申
込
受
付　

５
月
１
日
㈮
～
（
平
成
21
年
度

に
70
歳
に
な
る
方
は
そ
の
時
点
で
申
請
）

申
・
問
高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
７
３
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

敬
老
は
り
・
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を
交
付

４

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告



2009年4月号 �

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

対　

象

①
検
診
日
に
、
６
か
月
以
上
市
内
に
在

住
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
方

②
申
請
時
に
、
市
税
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
に
属
す
る
方

補
助
金
額　

２
５
，
０
０
０
円
（
同
一
年

度
内
１
回
限
り
。
検
診
額
が
２
５
，
０

０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
金
額
）

申
請
方
法　

保
険
証
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診

料
の
領
収
書
、
検
診
結
果
表
の
写
し
、

印
鑑
を
持
参
し
、
窓
口
へ
申
請

※
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り
込

む
た
め
、
申
請
に
は
金
融
機
関
名
と

口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

●
35
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

対　

象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
検
診
日
に
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら

６
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

②
検
診
日
に
、
満
35
歳
以
上
の
方

③
申
請
時
に
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

補
助
額　

２
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
同
一
年
度
１
回
限
り
）

補
助
方
法　
「
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
人

間
ド
ッ
ク
検
診
利
用
券
」
を
交
付
し
ま

す
。
受
診
当
日
に
、
指
定
医
療
機
関
に

利
用
券
を
提
出
す
る
と
、
検
診
料
か
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

人
間
ド
ッ
ク
補
助
制
度

５

補
助
金
額
２
８
，
０
０
０
円
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

申
請
方
法　

本
人
が
受
診
を
希
望
す
る
指

定
医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
検
診
の
申

込
み
を
し
、
予
約
後
、
保
険
証
を
持
参

し
て
、
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、
受
診
す
る
前
月
１
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
１
か
月
あ

た
り
の
定
員
は
１
０
０
人
で
す
。

検
査
項
目　

人
間
ド
ッ
ク
の
基
本
的
な
検

査
項
目
が
対
象
で
す
。
が
ん
検
診
等
、

オ
プ
シ
ョ
ン
部
分
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

指
定
医
療
機
関

　

下
記
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

※
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査
費
用
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

平
成
21
年
度
中
に
50
歳
（
昭
和
34
年

４
月
１
日
～
昭
和
35
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）・
60
歳
（
昭
和
24
年
４
月
１
日
～

昭
和
25
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
に
な
る

方
は
、
自
己
負
担
が
２
，
０
０
０
円
で

人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

注
意
事
項　

今
年
度
40
～
74
歳
の
方
は
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
対
象
で
す
。
人

間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診
の
ど
ち
ら
か
１

つ
の
助
成
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問
保
険
年
金
課
☎
25

－

５
２
０
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

指
定
医
療
機
関
一
覧（
順
不
同
・
敬
称
略
）

医 療 機 関 名 所　　在　　地 電話番号
埼 玉 医 科 大 学 病 院 入間郡毛呂山町毛呂本郷38 049（276）1550
藤間病院総合健診システム 熊谷市末広２－138 048（522）0600
国保町立小鹿野中央病院 小鹿野町小鹿野300 （75）2332
秩　 父　 病　 院 秩父市宮側町16－12 （22）3022
秩 父 第 一 病 院 秩父市中村町２－８－14 （25）0311
あ ら い ク リ ニ ッ ク 秩父市本町１－18 （25）2711
秩 父 生 協 病 院 秩父市阿保町１－11 （23）1300
ライフサポートクリニック 川口市弥平４－６－24 048（223）2576
皆　 野　 病　 院 皆野町大字皆野2031－１ （62）6300
倉 林 外 科 胃 腸 科 医 院 秩父市黒谷305－２ （23）0968

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
口
座
振
替

６　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
年
金

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
に
て

口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

申
出
書
・
口
座
振
替
依
頼
書

（
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
が
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
期
に
よ
り
、
年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
の
切
替
え
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問
保
険
年
金
課

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
３
３
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

小
児
慢
性
特
定
疾
患

　

医
療
給
付
の
継
続
申
請

の
受
付
を
開
始

７対　

象　

現
在
、
受
給
証
を
持
ち
、
引

き
続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

申
請
期
間　

５
月
１
日
㈮
～
６
月
15
日
㈪

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
請
窓
口　

秩
父
保
健
所

必
要
書
類　

申
請
書
・
医
療
意
見
書
・
生

計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

申
・
問
秩
父
保
健
所
☎
22

－

３
８
２
４

県
健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
５
６
１

対　

象　

身
体
障
が
い
者
・
精
神
障
が

い
者
の
方
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
障
が
い
の
程
度
に
該
当
す
る
方

申
請
書
の
提
出

　

５
月
初
旬
発
送
の
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
が
到
着
し
た
後
、
納
期
限
７
日

前
（
５
月
25
日
㈪
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
て
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
等

　

納
税
通
知
書
・
運
転
者
の
運
転
免
許

証
・
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
等
・
申
請
者

の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

申
請
窓
口　

課
税
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝

・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

問
課
税
課 

諸
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
２
７
７
）

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

８
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不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったけ
れど、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは譲ってほしいという希望者の方を登録し、
紹介しています。なお、無料譲渡を条件とします。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

お譲りします！
学習机・椅子、ジュニアシート、天体望遠鏡、
チャイルドシート、机用仕切り、事務用引出し
お譲りください！
成人用自転車、足踏みミシン、マウンテンバ
イク、足踏み脱穀機、振子式時計、ベビーベッ
ド、ベビーバス、簡易物置（外置き）、ベビー
カー（双子用）、テーブル、簡易砂場
登録状況
　譲りたい物 26件
　譲ってほしい物 14件

（３月19日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限りま

す。希望者の方は、電話で下記までご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合
は、必ずご連絡ください。

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
次
の

事
項
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
入
居
収
入
基
準

・
申
込
み
可
能
な
世
帯
の
収
入
月
額

が
、
平
成
21
年
４
月
募
集
以
降
、
収

入
月
額
２
０
０
，
０
０
０
円
以
下
か

ら
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
に
変
更

・
裁
量
世
帯
（
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い

者
世
帯
・
同
居
者
に
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
）
は
、
収
入

月
額
２
６
８
，
０
０
０
円
以
下
か
ら

２
１
４
，
０
０
０
円
以
下
に
変
更

②
家
賃
制
度

　

家
賃
を
決
定
す
る
、
家
賃
算
定
基
礎

額
と
規
模
係
数
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

問
建
築
住
宅
課
☎
25

－

５
２
１
４

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
調
査
を
実
施

９

　

外
来
生
物
法

で
特
定
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ア
ラ
イ

グ
マ
の
捕
獲
を

行
い
ま
す
。

　

捕
獲
調
査
の

際
に
は
、
各
猟

友
会
の
皆
さ
ん

が
、
市
の
許
可
が
掲
示
さ
れ
た
金
属
製

箱
わ
な
を
使
用
し
ま
す
。
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期

　

４
月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日

※
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課

　

☎
22

－

２
３
７
８

　

下
吉
田
に
新

た
に
完
成
し
た

市
営
夏
梅
住
宅

の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
戸
数　

８
戸

所
在
地

　

下
吉
田
７
４

５
２

－

１

構
造
・
間
取
り　
木
造
２
階
建
て 

３
Ｄ
Ｋ

家　

賃　

１
８
，
２
０
０
円
～
３
５
，

８
０
０
円
程
度
（
予
定
）

※
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
家
賃
を
決

定
し
ま
す
。

駐
車
場　

１
戸
１
台
２
，
０
０
０
円　

申
込
期
間　

４
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
に
配
布
、
申

込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
り
、

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と　
　

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と

市
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準

家
賃
制
度
が
変
更

₁₁

市
営
夏な

つ

め梅
住
宅

入
居
者
募
集

₁₂

　

姉
妹
都
市
の
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
（
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
か
ら
、

こ
の
夏
、
親
善
訪
問
団
が
秩
父
市
を
訪

れ
ま
す
。
期
間
は
、
７
月
下
旬
か
ら
８

月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
訪
問
団
受
け
入

れ
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
宿
泊
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
方

○
訪
問
団
と
交
流
し
た
い
方
（
華
道
や

茶
道
、
書
道
な
ど
の
日
本
文
化
を
体

験
さ
せ
た
い
、
な
ど
）

○
通
訳
と
し
て
手
伝
え
る
方

　

こ
の
他
に
も
、
訪
問
団
の
受
け
入
れ

に
際
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
、
興
味
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会
副
会
長 

関
根　

☎
23

－

１
８
１
８
（
武
蔵
屋
）

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

⑤
申
込
み
本
人
を
含
め
た
同
居
世
帯
の

全
員
が
、「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
は
な
い
こ
と

入
居
予
定
時
期　

平
成
21
年
６
月
ご
ろ

申
・
問
建
築
住
宅
課
☎
25

－

５
２
１
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
訪
問
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

₁₃
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秩
父
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
日
本

語
教
室
で
す
。
お
知
り
合
い
に
外
国
の
方

が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
26
日
～
７
月
28
日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分
（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
～
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
日
本
文
化

体
験
な
ど
）

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み 

氏

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈮
ま
で

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

14と　

き　

午
前
：
５
月
７
日
～
28
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
：
５
月
１
日
～
29
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

参
加
費　

無
料

申
当
日
会
場
に
て
受
付
け
ま
す
。

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

秩
父
な
ぎ
な
た
連
盟 

松
澤

な
ぎ
な
た
初
心
者
教
室

15

と　

き　

５
月
10
日
～
６
月
28
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
８
回
）
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

４
，
０
０
０
円

定　

員　

15
人

申
４
月
15
日
㈬
か
ら
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
に
て
（
電
話
で
も
申
込
み
可
）

問
温
水
プ
ー
ル
☎
22

－

７
４
１
１

初
心
者
ク
ロ
ー
ル
水
泳
教
室

16と　

き　

５
月
13
日
～
７
月
１
日
毎
週

水
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

羊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
照
明
代
等
）

※
当
日
コ
ー
ト
に
て
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈰
ま
で

申
秩
父
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
う
ら
し

ま
ス
ポ
ー
ツ
）
☎
22

－

０
０
８
８

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

17と　

き　

５
月
11
日
～
７
月
27
日
の
毎

週
月
曜
日（
全
12
回
）午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
多
目
的
室

定　

員　

30
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
、40
歳
以
下
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
）

講　

師　

引
間　

紀
夫 

氏

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

※
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
、
運
動
用
服
装
で

申
４
月
28
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ

月

曜

卓

球

教

室

18

と　

き　

５
月
26
日
、
６
月
23
日
、
７

月
28
日
、
８
月
25
日
、
９
月
29
日
、
10

月
27
日
、
11
月
24
日
、
12
月
22
日
、
１

月
26
日
、
２
月
23
日
の
各
火
曜
日
（
全

10
回
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講　

師　

高
橋　

照
先
生

定　

員　

16
人
（
抽
選
あ
り
）

会　

費　

１
，
０
０
０
円

材
料
費　

１
回
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
頭ず

き

ん巾

申
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
荒
川
公

民
館
（
☎
54

－

１
０
５
８
）
へ

男
と
女
の
料
理
教
室

19と　

き　

５
月
12
日
㈫
～
11
月
17
日
㈫

原
則
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
（
全
15
回
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

勤
労
青
少
年
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

内　

容　
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
や
ベ
ス
ト
、

ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作
成

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

会　

費　

１
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
４
月
20
日
㈪
～
30
日
㈭
に
電
話

で
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
申
込
み

青

年

手

芸

教

室

20期　

間　

平
成
21
年
６
月
か
ら
２
年
間

毎
月
第
２
・
３
・
４
土
曜
日
（
月
３
回
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

秩
父
銘
仙
手
織
り
教
室

21

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

受
講
料　

月
額
７
，
０
０
０
円
（
材
料

費
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。）

定　

員　

10
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

申
４
月
20
日
㈪
～
５
月
15
日
㈮
に
申
込

み
（
５
月
23
日
㈯
に
面
接
会
を
開
催
）

問
ち
ち
ぶ
銘
仙
館
☎
22

－

４
１
１
２

第
70
回 

映
像
ク
ラ
ブ
秩
父

作
品
発
表
会

22と　

き　

５
月
17
日
㈰
正
午
開
場
、
午

後
１
時
～
３
時
上
映

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容　

約
10
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
手
作
り
ビ
デ
オ
映
像
10
作
品
を

上
映
す
る
予
定
で
す
。（
入
場
無
料
）

問
映
像
ク
ラ
ブ
秩
父 

新
井

　

☎
23

－

４
１
９
９

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
オ
オ
ル
リ
」
を
観
る
集
い

23と　

き　

５
月
10
日
㈰
午
前
９
時
浦
山

口
駅
集
合
、午
後
３
時
解
散
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

浦
山
川
流
域
と
大
平
山
方
面

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
ペ
ン
、
飲
み
物
、

昼
食
な
ど
（
双
眼
鏡
は
若
干
数
あ
り
）

申
秩
父
愛
鳥
会 

加
藤
☎
22

－

３
２
７
８
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平
成
21
年
度
ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
開

講
式
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
地
域

活
性
化
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
涯
学

習
に
よ
る
＂
ま
ち
づ
く
り
＂
を
各
種
事

例
を
交
え
て
提
案
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

演　

題　
「
生
涯
学
習
で
ま
ち
が
変
わ

る 

～
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
～
」

講　

師　

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

所
長　

福
留　

強 

氏

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
。
当
日
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

問
歴
史
文
化
伝
承
館
☎
22

－

０
４
２
０

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

福
留　

強 

氏 

講
演
会

24

芸術文化会館での催し

〔各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください〕
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸出し、作品制作の活動の場として、会
議室の貸出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

25

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
年末年始（12月29日～１月３日の６日間）

開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場

４月₁₆日㈭～
₂₁日㈫

≪パッチワークキルトと関西四季の
花めぐり写真展　～姉弟展～≫

初日は正午から、最終日は午後３時まで
展示室１

（入場無料）

４月₂₈日㈫～
５月６日︵水･休︶

≪秩父美術家協会「写生旅行スケッチ展」≫
最終日は午後３時まで

展示室１
（入場無料）

５月９日㈯～
₁₀日㈰

≪第₂₇回秩父盆栽展≫
最終日は午後４時まで

展示室１・３
（入場無料）

５月₁₆日㈯～
₂₆日㈫

≪ちちぶ押し花ぐるーぷ作品展≫
（ミル･フールNora、ぐるーぷかぎろい、土曜会）

最終日は午後３時まで

展示室1～4
会議室4

（入場無料）
毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時₃₀分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生） 会議室３ 武

甲
山
資
料
館
特
別
展
示

「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
」

26

　

絶
滅
の
恐
れ
の

あ
る
貴
重
な
野
生

植
物
の
「
チ
チ
ブ

イ
ワ
ザ
ク
ラ
」
を
、

開
花
期
間
に
限
り

特
別
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
中

旬
の
約
２
週
間
を
予
定

※
天
候
に
よ
る
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
武
甲
山
の
植
物
写
真
展

と　

き　

５
月
31
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

入
館
料　

一
般
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
円

問
武
甲
山
資
料
館
☎
24

－

７
５
５
５

　

江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
園
芸
品
種
の

桜
草
と
、
野
生
の
品
種
３
５
０
種
類
の

中
か
ら
、
代
表
的
な
も
の
を
３
０
０
鉢

ほ
ど
展
示
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

と　

き　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
～
５
月

６
日
（
水
・
休
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
係

員
不
在
の
午
前
６
時
～
午
後
８
時
も
観
覧
可
）

と
こ
ろ　

秩
父
神
社　

上
の
境
内

問
秩
父
さ
く
ら
そ
う
会
事
務
局

　

☎
79

－

０
９
８
４

桜

草

展

示

会

27　

市
民
会
館
で
は
、
秩
父
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
は
じ
め
、
秩
父
郡
市
内

外
の
中
学
校
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
吹
奏
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
３
日
㈰
午
前
９
時
30
分

開
場
、
10
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

問
市
民
会
館
☎
24

－

６
０
０
０

第
４
回 

秩
父
吹
奏
楽
祭

28　

恒
例
の
演
目
に
加
え
て
、「
お
里
」、

「
沢さ

わ

市い
ち

」
の
愛
情
物
語
を
串
人
形
で
公

演
し
ま
す
。

と　

き　
４
月
19
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

豆ず

早さ

原ば
ら

区
公
会
堂
（
荒
川
白

久
２
４
７
）

問
白
久
串
人
形
芝
居
保
存
会
事
務
局

（
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）

　

☎
54

－

１
０
５
８

い
ち
ご
摘
み
と

ジ
ャ
ム
作
り
体
験

30と　

き　

５
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

い
ち
ご
生
産
農
家
・
石
間
交

流
学
習
館
（
吉
田
総
合
支
所
に
集
合
）

対　

象　

直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

申
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
者
全
員

の
〒
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記

し
、
は
が
き
ま
た
は
F
A
X
で
申
込
み

問
吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

〒
３
６
９

－

１
５
９
２ 

下
吉
田

６
５
８
５

－

２

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９

椿
森
の
春
大
祭

秩
父
歌
舞
伎
芝
居

31　

平
成
17
年
に
復
活
し
た
椿
森
春
大
祭

で
の
秩
父
歌
舞
伎
芝
居
を
、
今
年
も
上

演
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

と　

き　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）

※
歌
舞
伎
芝
居
等
は
正
午
か
ら

と
こ
ろ　

上
影
森 

諏
訪
神
社
（
市
指

定
有
形
文
化
財
・
諏
訪
神
社
附
設
舞
台
）

演　

目　

・
三さ

ん
に
ん
き
ち
さ
と
も
え
の
し
ら
な
み

人
吉
三
巴
白
浪 

大お
お

川か
わ

端ば
た

出で

会あ
い

之の

場ば

・
青あ

お

と

ぞ

う

し

は

な

の

に

し

き

え

砥
稿
花
紅
彩
画 

稲い
な

瀬せ

川が
わ

勢せ
い

揃ぞ
ろ
い

之の

場ば

問
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
事
務
局

　

☎
23

－

２
３
７
６

白
久
串
人
形
芝
居
保
存
会
定
期
公
演

初
公
開
「
壺つ

ぼ
さ
か
か
ん
の
ん
れ
い
げ
ん
き

坂
観
音
霊
験
記
」

29



2009年4月号 �

と　

き　

４
月
18
日
㈯
、
５
月
２
日
㈯
、

16
日
㈯
の
午
前
11
時
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

横
瀬
町
民
会
館
２
階
視
聴
覚

室
（
か
わ
せ
み
会
館
）

対　

象　

０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
（
参
加
費
無
料
）

内　

容　

語
り
き
か
せ
歌
や
読
み
き
か

せ
を
通
じ
て
、
親
子
の
絆
を
育
て
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
17
日
㈮
ま
で

問
い
わ
ざ
く
ら 

新
井
☎
24

－

４
７
１
６

ち
ち
ぶ
オ
ー
プ
ン

ペ
タ
ン
ク
大
会

32と　

き　

５
月
31
日
㈰
午
前
８
時
集
合

と
こ
ろ　

羊
山
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
参
加
賞
等
）

※
当
日
集
金
。な
お
、昼
食
は
各
自
持
参

申
込
期
限　

５
月
16
日
㈯
ま
で

申
３
人
１
組
で
、
団
体
代
表
者
が
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
参
加
者
名
・
代
表
者
の
☎

を
明
記
）
に
て
申
込
み
（
複
数
組
可
）

問
秩
父
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟 
青
葉
信
一

と　

き　

５
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
第
１
ア

リ
ー
ナ

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上
（
男
女

混
合
可
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭
ま
で

申
秩
父
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局 

吉
村
コ
ト
メ

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

33

春
の
じ
ば
さ
ん
ま
つ
り

２
０
０
９

34と　

き　

４
月
10
日
㈮
～
５
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

と
こ
ろ　
地
場
産
セ
ン
タ
ー
１
階
物
産
館

内　

容　

春
限
定
の
地
場
特
産
品
、
農

産
物
、
花
の
苗
、
秩
父
銘
仙
の
展
示
販
売

問
地
場
産
セ
ン
タ
ー
☎
25

－

０
０
８
８

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
レ
ー
射
撃
大
会

と　

き　

５
月
10
日
㈰
午
前
８
時
～

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
総
合

射
撃
場

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃

ち
（
参
加
賞
・
入
賞
・
と
び
賞
あ
り
）

定　

員　

36
人
（
先
着
順
）

●
初
心
者
ク
レ
ー
射
撃
教
室
（
同
日
午

後
１
時
か
ら
受
付
）

　

講
師
が
安
全
講
習
か
ら
実
射
ま
で
を

指
導
し
ま
す
。（
種
目
は
大
会
と
同
じ
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

大
会
、
教
室
と
も
に
各
６
，

０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、保
険
料
含
む
）

問
秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局

ク
レ
ー
射
撃
大
会
・
教
室

35

Ｎ
Ｐ
０
現
代
座
公
演

「
約
束
の
水
」

36と　

き　

５
月
10
日
㈰
午
後
２
時
15
分

開
場
、
３
時
開
演

※
開
演
前
、
合
唱
団
「
か
た
く
り
」
に

よ
る「
荒
川
の
う
た
」を
合
唱
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内　

容　

自
然
、
人
、
家
族
、
そ
し
て

ふ
る
さ
と
を
考
え
る
演
劇
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト　

一
般
３
，
０
０
０
円
、
ペ
ア

５
，
０
０
０
円
、
小
中
学
生
・
高
校
生

１
，
５
０
０
円

券
売
所　

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ａ
Ｏ
、
時
習
堂
、

小
石
川
書
店　

ほ
か

問
演
劇
「
約
束
の
水
」
を
み
る
秩
父
の

会 

野
口
☎
24

－

１
４
６
９

秩
父
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

「
ち
ち
ぶ
び
と
と
訪
ね
る

小
さ
な
旅
」（
初
夏
コ
ー
ス
）

37●
５
月 

「
あ
ず
ま
高
野
修
験
の
道
・
大

血
川
」

と　

き　

５
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
４
時
、
三
峰
口
駅
集
合
、
解
散

コ
ー
ス　

三
峰
口
駅
バ
ス
停
（
バ
ス
で

大
陽
寺
入
口
ま
で
移
動
）
→
大
陽
寺
入

口
→
大
血
川
渓
流
観
光
釣
場
→
大
陽
寺

（
昼
食
）
→
下
山
（
往
復
）（
雨
天
中
止
）

対　

象　

全
長
16
㎞
の
た
め
健
脚
な
方

●
６
月 

「
秩
父
の
東
玄
関
・
三
沢
路
を

歩
く
」

と　

き　

６
月
21
日
㈰
午
前
９
時
50
分

～
午
後
３
時
、西
武
秩
父
駅
集
合
、解
散

コ
ー
ス　

西
武
秩
父
駅
（
バ
ス
移
動
）

→
曽
根
坂
バ
ス
停
→
常
楽
寺
（
昼
食
）

→
二
十
三
夜
寺
→
西
武
秩
父
駅
（
バ
ス

移
動
）（
雨
天
決
行
）

定　

員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
・
保

険
料
込
み
。別
途
バ
ス
代
は
自
己
負
担
）

※
昼
食
は
持
参
。
コ
ー
ス
変
更
あ
り

申
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く

り
工
房
（
☎
・

24

－

７
７
７
５
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

38と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

対　

象　

０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
（
参
加
費
無
料
）

そ
の
他　

園
庭
開
放
、
子
育
て
相
談
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
４
月
29
日（
水
・
祝
）、５
月
４
日（
月
・

祝
）、６
日（
水
・
休
）は
お
休
み
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
市
が
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ
委
託

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
☎
22

－

１
３
８
５

URLh
ttp

://b
lo

g.lived
o
o
r.jp

/n
p
o 

happycafe/

（
ス
タ
ッ
フ
の
ブ
ロ
グ
）

こ
そ
だ
て「
ち
え
ぶ
く
ろ
」

39

荒
川
贄
川 

み
ん
な
の
「
春
の
作
品
展
」

40と　

き　

５
月
２
日
㈯
～
６
日（
水
・
休
）

　
　
　
　

各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

い
た
づ
ら
工
作
室
（
荒
川
贄

川
６
９
１

－

４
）

入
場
料　

無
料

内　

容　

地
域
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
生

活
の
中
で
作
っ
た
も
の
や
、
趣
味
の
作

品
、
自
慢
の
逸
品
を
展
示
し
ま
す
。

問
い
た
づ
ら
工
作
室 

宮
窪

　

☎
０
９
０

－

６
１
２
０

－

７
３
５
８

　

URLhttp://itadura.blog.so-net.ne.jp
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平
成
21
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新

し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
存
在
感
の
あ
る

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
、
二
回
り
く
ら
い

大
き
な
制
服
、
ま
だ
着

慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
･
･
･
。
入
園
、
入
学
、
入
社

し
た
て
の
１
年
生
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
を

の
ぞ
か
せ
な
が
ら
も
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
を
し

て
い
て
、
こ
ち
ら
ま
で
さ
わ
や
か
な
気
分
に
し
て

く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
ス
タ
ー
ト
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、

花
た
ち
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
や
秩
父

の
代
表
的
な
観
光
名
所
と
な
っ
た
芝
桜
も
、
こ
れ

か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ピ
ン
ク
や
白
の
花

の
じ
ゅ
う
た
ん
が
、
多
く
の
人
々
の
心
を
な
ご
ま

せ
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

と　

き　

５
月
６
日
（
水
・
休
）

　
　
　
　

午
前 

10
時
～
午
後
３
時

内　

容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
出
店
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
木
工
体
験
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
も
り
だ
く
さ
ん
！

問
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

☎
75

－

３
４
４
１

み
ど
り
の
村
祭
り

41●
山
で
遊
ぼ
う
Ⅰ
「
新
緑
の
荒
川
源
流

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

と　

き　

５
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

と
こ
ろ　
入
川
渓
谷（
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
泊
）

対　

象　

家
族
・
一
般

定　

員　

50
人
（
申
込
順
）

内　

容　

ト
ロ
ッ
コ
軌
道
跡
ハ
イ
キ
ン

グ
、
樹
木
・
天
体
観
察
、
そ
ば
打
ち

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

42

参
加
費　

小
中
学
生
３
，
３
０
０
円

　
　
　
　

大
人
３
，
８
０
０
円

申
５
月
１
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
F
A
X
（
事
業
名
・
〒
住
所
・
氏

名
・
☎
を
明
記
）
で
申
込
み

問
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
55

－

０
０
１
４

55

－

０
０
６
３

●
ち
ち
ぶ
花
め
ぐ
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と　

き  

５
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30
分

～
10
日
㈰
午
後
４
時
（
１
泊
２
日
）

内　

容  

芝
桜
、
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
な
ど

を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
い
ち
ご
狩
り

参
加
費　
小
中
学
生
３
，
７
０
０
円
程
度

　
　
　
　

大
人
４
，
２
０
０
円
程
度

対　

象  

小
学
５
年
生
以
上
（
小
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
）   

定　

員　

50
人
（
抽
選
）     

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

43

申
４
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
事
業
名
・
〒
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
☎
を
明
記
）
か
、
HP
に
て
申
込
み

問
長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井
戸
３
６
７

　

☎
66

－

０
１
７
７

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

44●
奥
秩
父
中
津
川
特
産

「
中
津
川
い
も
」
の
栽
培
体
験

と　

き　

４
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

参
加
費　
１
組
（
４
人
ま
で
）
４
，
０
０

０
円
（
昼
食
付
き
、
収
穫
体
験
料
含
む
）

募
集
人
数　

15
組
（
申
込
順
）

※
７
月
の
収
穫
体
験
で
持
ち
帰
り
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
18
日
㈯
ま
で

申
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

グ
、
樹
木
・
天
体
観
察
、
そ
ば
打
ち

定　

員

50
人
（
抽
選
）     

　

☎
56

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25 2711

平日夜間小児初期救急

４
月
₁₂
日

医師会休日診療所
五 野 上 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
大野原
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－1587
☎22－3022
☎52－3121

４
月
₁₉
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊木町
日野田町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎22－0043
☎23－0611
☎24－3111

４
月
₂₆
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
皆 野 病 院
栗原胃腸科外科医院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
皆野町
藤岡市神田

☎23－8561
☎75－0020
☎62－6300
☎40－2299

４
月
₂₉
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
秩 父 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
山 田
宮側町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－3315
☎22－3022
☎23－9261

５
月
３
日

医師会休日診療所
原 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
光 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
小鹿野町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－8088
☎75－2332
☎24－1234

５
月
４
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
日野田町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3000
☎62－6300
☎52－3121

５
月
５
日

医師会休日診療所
秩父生協病院（小児科は午前のみ）
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611
☎24－3111

５
月
６
日

医師会休日診療所
健 生 堂 医 院
秩 父 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

熊木町
東 町
宮側町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－0270
☎22－3022
☎23－9261

５
月
₁₀
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
秩 父 病 院
原 内 科

（内・小）
（外・内・消）

（内・リハビリ）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市下戸塚

☎23－8561
☎62－0067
☎22－3022
☎40－2255

※医師会休日診療所の診療時間は、午前₁₀時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/~ishikai/）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.
html）のホームページで確認できます。

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう
市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています



2009年4月号

■乳幼児健診　持母子健康手帳、健診アンケート

■歯みがき教室
日４月22日㈬13：15～14：00　対H19．２・３月生
内歯科医師の診察・ブラッシング指導・フッ素塗布等
■育児相談（乳幼児）　日５月11日㈪10：00～11：00
内育児相談、身長・体重測定
■ＢＣＧ予防接種　日５月27日㈬13：15～14：00
対満３～６か月未満（３か月間）　
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
■ポリオ予防接種　日５月11日㈪13：15～14：00　
対生後３か月～７歳６か月未満　持ＢＣＧ予防接種と同じ
■骨密度健康相談（乳がん・子宮がん検診と同日実施）
日５月１日㈮・13日㈬13：00～14：00　
内骨密度測定、栄養士による栄養相談
申荒川保健センターへ電話にて（定員各30人）
■健康相談　日５月20日㈬13：30～14：30

�

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～14：00

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談（乳幼児)　日５月１日㈮９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、赤ちゃん体操
※同時に、子育てに心配のある方などを対象に、療育相

談員による「すこやか相談」を実施（要予約）
■予防接種 (集団) 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合
日５月８日㈮、６月８日㈪13：30～14：30
対生後３か月～７歳６か月未満
○ＢＣＧ
日４月22日㈬、５月22日㈮、６月25日㈭13：30～14：30
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※生後３か月を過ぎたらＢＣＧから！ 接種期間は３か

月間です。期間内に受けられない場合はお問い合わせ
ください。
○ポリオ
日５月13日㈬、５月15日㈮、５月28日㈭13：30～14：30
対生後３か月～７歳６か月未満
■両親学級　日５月11日㈪、17日㈰ 、21日㈭
対妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族
内「秩父市健康カレンダー」P.10をご覧ください。
申４月30日㈭まで

■健康相談
日４月17日㈮、５月７日㈭９：30～10：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳（お持ちの方）
申開催日前日までに秩父保健センターへ電話か来所にて
■ぬくもり健康講座（出前健康講座）
　地域での健康づくり支援を目的に、保健師・栄養士や
運動指導員が地域の集会（原則市内）へ出向く、無料の
健康講座です。
対市内在住の方で、10人以上のグループ
日６月～８月、12月～３月（各種調整あり）原則９：00
～16：30までの時間帯で１講座２時間程度（土・日・祝
日は除く）
内家庭でできる健康体操、健康相談・講話等（詳細は要
相談）
※会場は申込者が確保し、使用料等はご負担ください。
申４月22日㈬午前９時～５月８日㈮午後５時までに秩父
保健センターへ電話または来所にて（先着９団体）

■育児相談・健康相談　日５月12日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■ポリオ予防接種　日５月20日㈬13：15～14：00受付
対生後３か月～７歳６か月未満
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書

■育児相談・健康相談　日５月12日㈫13：00～15：00
場大滝総合支所内　持健康手帳、母子健康手帳

日５月14日㈭ 内３歳児健診（Ｈ18．１月生）

　５月19日㈫ 　乳児（４か月児）健診（Ｈ20．12月生）

　５月20日㈬ 　乳児（10か月児）健診（Ｈ20．７月生）

　５月25日㈪ 　１歳６か月児健診（Ｈ19．10月生）

日４月22日㈬　13：15～14：00
内１歳６か月児健診（Ｈ19．８・９月生）、３歳児健診（Ｈ17．11・12月生）
日５月27日㈬　13：15～14：00
内４か月児健診（Ｈ20．12・Ｈ21．１月生）、10か月児健診（Ｈ20．６・７月生）

秩父保健センター ☎22－0648

日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申込み　問問い合わせ

内お子さんのことばの発達、発音などに関する個別相談
申電話で各保健センターへ（詳細は申込み時にお知らせ
します。）
■はつらつ筋力アップ教室
対40歳以上の方　定各コース30人
内スポーツインストラクター指導の軽体操やストレッチ等
申４月20日㈪午前９時～27日㈪午後５時までに、電話で
各保健センターへ。定員を超えた場合は抽選（初回優先）

秩父保健センター（全10回）
会　場 日　程 時　間

影 森 福 祉 交 流 セ ン タ ー
５月11日～７月13日（毎週月曜日）

９：30～11：30
高 篠 福 祉 交 流 セ ン タ ー 13：30～15：30

い き が い セ ン タ ー
５月13日～７月15日（毎週水曜日） ９：30～11：30

５月15日～７月17日（毎週金曜日）
９：30～11：30
13：30～15：30

吉田保健センター（全20回）
吉 田 振 興 会 館 ５月19日～２月23日（月２回） ９：30～11：30
大滝保健センター（全10回）

大 滝 公 民 館 ５月18日～７月27日
（毎週月曜日・７月20日は除く） 13：30～15：30

荒川保健センター（全20回）
荒川農村環境改善センター ５月 13日～２月24日（月２回） ９：30～11：30

吉田保健センター ☎77－1112

大滝保健センター ☎55－0102

荒川保健センター ☎54－2231



４・５月　保健センターカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

４/19 20 21 22 23 24 25
秩１歳６か月児健診
吉言語リハビリ教室
荒胃がん検診

秩BCG予防接種
荒胃がん検診
荒１歳６か月・３歳

児健診・歯みがき
教室

秩歯みがき教室 吉胃がん検診
秩ことばの相談

秩麻しん風しん予防
接 種（ 高 ３ 相 当
の方）

26 27 28 29 昭和の日 30 ５/１ ２
荒言語リハビリ教室 秩育児相談

荒乳がん・子宮がん
検診

荒骨密度栄養相談

３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９
秩健康相談 秩三種混合予防接種 秩麻しん風しん予防

接 種（ 高 ３ 相 当
の方）

10 11 12 13 14 15 16
秩両親学級①
荒育児相談
荒ポリオ予防接種

秩乳がん・子宮がん
検診

吉育児相談・健康相談
大育児相談・健康相談

秩ポリオ予防接種
荒乳がん・子宮がん

検診
荒骨密度栄養相談

秩３歳児健診 秩ポリオ予防接種
大胃がん検診

17 18 19 20 21 22 23
秩両親学級② 秩乳がん・子宮がん

検診
秩４か月児健診 秩 10か月児健診

吉ポリオ予防接種
荒健康相談

秩両親学級③
荒ことばの相談

秩BCG予防接種
吉ことばの相談

荒麻しん風しん予防
接 種（ 高 ３ 相 当
の方）
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■妊婦一般健康診査
　平成21年２月１日以降に健康診査を受診した妊婦さん
を対象に、健康診査費用の一部公費負担回数が、５回か
ら14回に拡大されました。（該当者には個別通知済です。）
※対象と思われる方で通知が届いていない方は、各保健

センターへご連絡ください。
■がん検診（個別）・歯周疾患検診

申毎月１～７日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15
各保健センターへ

各保健センター共通のお知らせ

■胃がん、乳がん・子宮頚
け い

がん検診の申込み（集団）
対対象年齢に該当し、６月に検診を希望される方
申５月１～７日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15
に各保健センターへ（料金等の詳細は「秩父市健康カレ
ンダー」P.４をご覧ください。）
■予防接種（個別）
○麻しん風しん混合
対第１期…１歳～２歳未満　第２期…小学校就学前の１年間
※第２期該当者へは個別通知済みです。
○三種混合
対生後３か月～７歳６か月未満
内初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）、追加…１
回接種（初回３回目を接種した日から１年～１年６か月
の間に接種）
※三種混合は接種間隔を必ず守りましょう。秩父保健セ

ンター（集団）でも受けられます。
■第４期麻しん風しん定期予防接種（集団）
対高３相当の年齢の方（H.３.４.２～H.４.４.１生）
日・場カレンダーをご覧ください。
■言語リハビリ教室
日・場４月16日㈭（秩父保健センター）、27日㈪（荒川保
健センター）、21日㈫（吉田保健センター）13：30～15：30
対40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理解す
る」ことなどでお困りの方とその家族
■ことばの相談　※予約制
日・場５月21日㈭（荒川保健センター）、22日㈮（吉田
保健センター）、29日㈮（秩父保健センター）※午後実
施予定

秩秩父　吉吉田　大大滝　荒荒川

※市報ちちぶ３月号と一緒に配布した冊子「平成21年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

検診名 対象年齢 料金
胃がん検診 40歳以上 2，500円

子宮がん検診
20～39歳 1，300円
40歳以上 2，100円

大腸がん検診 40歳以上 500円
歯周疾患検診 40・50・₆0・70歳 1，000円
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　３月12日、大滝地区民生委員・児童委員協
議会の13人が大滝小学校を訪問しました。
　この訪問は、毎年１回、実際に地域の子ど
もたちと触れ合い、今後の委員活動に役立て
ようと行っているもので、委員の皆さんは、
子どもたちとコミュニケーションをとりなが
ら給食を楽しみました。
　その後、小学校職員との交流会を持ち、小
学校の現状や問題解決に向け、地域ぐるみで
学校をサポートするうえで、活発な話し合い
ができ、大変有意義な訪問となりました。

　３月15日、秩父消防本部にて、秩父市消防
団へ新しい消防車両が交付されました。
　これは、秩父市の進める安心安全のまちづ
くりの一環で行われたもので、最新の小型動
力ポンプ付積載車12台を秩父市消防団へ配備
することにより、秩父市の消防防災力のさら
なる向上が期待できます。

　２月22日、吉田保健センター調理室にて「吉
田元気村食育の会」主催による吉田地域の親
子を対象とした「元気ピザ」料理教室が行わ
れました。この会は、料理研究家の枝元なほ
み先生の指導のもと、地元食材を利用した料
理教室を開催し、地域農業の活性化を図るこ
とを目的に活動しています。
　今後は、吉田元気村に日干しレンガを使っ
た本格ピザ窯「元気窯」を作成し、石窯料理
教室も計画しています。

　３月８日、若御子町会糀
こ う じ や

屋区農村センター
において、子どもからお年寄りまで約110人
参加の町内世代交流会が行われました。
　午前中の健康料理教室では、手打ちそばや、
うどん、とち餅、また屋外ではとっかん豆も
作られ、手作りの味に舌鼓を打ちました。
　午後は、本の読み聞かせなどの活動をして
いるサークル「おはなしクレヨン」による紙
芝居や手遊びなどが行われました。会の終わ
りには、栃久保太鼓会による秩父屋台囃子と
秩父音頭が演奏され、楽しい１日となりまし
た。

枝元なほみ先生

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211（内線1296）
　　　　　　　　　　 　　koho@city.chichibu.lg.jp

若御子町会・町内世代交流会

親子で「元気ピザ」づくり

秩父市消防団に
新消防車両を配備

学校を支える地域のきずな

４・５月の本庁舎　平日夜間窓口は、４月９日㈭・23日㈭、５月14日㈭です。
詳しくは11ページをご覧ください。


